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三種町公共交通再編のお知らせ
今年10月１日から町の公共交通が変わります

　町は、公共交通利用者の減少や交通空白地解消などの理由から、公共交通の再編について
検討してきましたが、10月１日からこれまでの秋北バス路線（五明光線・落合線・鹿渡線・
金岡線）、町民バス（上岩川線・鯉川線）の運行を見直し、新たな交通体系で運行を始めます。

※９月30日までは今までどおりです。

◆ご不明な点は企画政策課　企画係へお問い合わせください。
☎85－4817／ FAX 85－2178／メール kikaku@town.mitane.akita.jp
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　上岩川・鯉川地区で運行している町民バスは土日祝日については運行を行って
いませんが、来月の大型連休期間中の５月２日（木）については運行を行います。
　この機会を逃さずにご利用ください。

大人（高校生以上）　200円
小人（中学生以下）　100円

※運行時間の詳細については、町ＨＰをご確認ください。

ゴールデンウィーク中の町民バス臨時運行について

◆問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85－4817

❶秋北バスの
「五明光線」「落合線」「鹿渡線」は
八竜から能代市までの運行のみとなります。
▶八竜から能代市までに集約され、それ以外の場所は
運行しません。

「金岡線」　▶廃止になります。

❷町民バスの
「上岩川線」「鯉川線」
▶廃止になります。

利用料金

　三種町公共交通の再編内
容について、各地区ごとに
住民説明会を開催します。
住民のみなさんの参加をお
願いします。

対象地区 月　日 曜日 開始時間 場　　　所
浜　口 ４月22日 月 18：00 浜口地区館
金　岡 ４月23日 火 13：30 金陵の館
上岩川 ４月24日 水 13：30 上岩川生活改善センター
下岩川 ４月24日 水 18：00 すいらんの館
鹿　渡 ４月25日 木 13：30 琴丘地域拠点センター
鯉　川 ４月25日 木 18：00 鯉川地区コミュニティセンター
森　岳 ４月26日 金 13：30 山本公民館
鵜　川 ４月26日 金 18：00 鵜川地区館

三種町公共交通
再編についての
住民説明会日程

❶町内の旧小学校区ごとに「三種町
ふれあいバス」を運行します。
▶運行経路や運行時間等の詳細については、
６月をメドに決める予定です。

※運転は住民の方々へお願いする地区と民間事業所
へお願いする地区があります。

❷町内の主な地点を結ぶ「三種町
巡回バス」を運行します。
▶鹿渡駅・森岳駅・三種町役場を主な地点
とし、途中商業施設や金融機関等に停
車します。三種町役場周辺で秋北バス
と接続します。

※停車場所は６月をメドに決める予定です。

現在運行中のバスについて

10月１日からは…

広報 みたね
mitane town
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行

政

報

告

総
務
課
関
係

行
政
連
絡
員
に
よ
る
募
金

等
の
見
直
し

　

町
内
全
域
で
２
４
９
名
の
行
政
連
絡
員

を
委
嘱
し
、
広
報
等
の
配
布
や
緑
の
羽
根
、

青
い
羽
根
の
募
金
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
現
状
把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
７
割
以
上
の
方
が
業
務
に

負
担
を
感
じ
て
お
り
、
中
で
も
募
金
集
め

に
負
担
を
感
じ
て
い
る
方
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成

31
年
度
か
ら
緑
の
羽
根
募
金
、
青
い
羽
根

募
金
等
を
業
務
か
ら
外
す
こ
と
に
し
ま
す
。

　平成31年３月三種町議会定例会が、３月４日か
ら15日までの会期で開催されました。
　平成31年度三種町一般会計予算（案）など議案
等41件を審議し、原案どおり可決されました。　
　施政方針及び行政報告の要旨と審議された主な議
案についてお伝えします。

三　種　町
議会定例会

健
康
推
進
課
関
係

自
殺
対
策
関
係

　

標
語
募
集
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど

を
通
じ
、
自
殺
予
防
の
周
知
啓
発
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
、
昨
年
は
過
去
最
少
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
町
全
体
で
自
殺
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

　

財
政
運
営
の
主
体
が
県
に
な
り
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
の
収
支
見
通
し
は
、
経

常
収
支
で
約
８
０
０
０
万
円
、
前
年
度
繰

越
金
を
除
い
た
単
年
度
収
支
で
は
、
約

３
０
０
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
31
年
度
の
国
保
運
営
の
見

通
し
は
、
県
へ
の
国
保
事
業
費
納
付
金
が
、

平
成
30
年
度
の
納
付
金
を
約
３
０
０
０
万

円
上
回
る
５
億
２
６
１
９
万
６
千
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

農
林
課
関
係

平
成
31
年
産
米

　

平
成
31
年
産
米
の
生
産
の
目
安
は

２
万
１
７
３
７
ｔ
で
、
30
年
産
米
と
比
較

し
て
４
０
０
ｔ
、
面
積
は
３
７
８
０
ha
で
70 

ha
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
水
稲
作
付
率
は

65
・
２
％
で
、
今
年
度
よ
り
０
・
６
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業

　

今
年
度
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸

付
希
望
者
は
70
農
家
で
、
面
積
が
81
・
４ 

ha
、
借
受
希
望
者
は
１
０
３
経
営
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
25
・
31 

ha
の
農
地

が
担
い
手
へ
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
関
係

元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ

く
り
顕
彰
事
業

　

平
成
30
年
度
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ

く
り
顕
彰
事
業
」
で
、「
下
岩
川
地
域
力
推

進
委
員
会
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
下
岩
川

地
域
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

　

１
月
末
現
在
の
寄
附
件
数
は
３
８
５
７

件
、
金
額
は
５
９
２
４
万
５
千
円
で
、
昨
年

同
時
期
と
比
較
し
て
57
件
、
約
９
２
０
万

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
支
援
事
業

　

今
年
１
月
か
ら
、
鹿
渡
駅
の
「
楽
し
く

集
う
青
春
館
」
で
、
第
２
水
曜
日
、
第
４

土
曜
日
の
月
２
回
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
結

婚
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

　

１
月
25
日
に
、
株
式
会
社
秋
田
銀
行
と

「
三
種
型
ク
ア
オ
ル
ト
活
用
包
括
的
連
携
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

秋
田
銀
行
の
健
康
経
営
の
一
環
と
し
て
、

同
行
の
職
員
に
三
種
町
で
ク
ア
オ
ル
ト
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
内
容
で
す
。

税
務
課
関
係

　

１
月
末
現
在
で
軽
自
動
車
税
の
現
年
度

分
は
、
収
納
済
額
５
９
６
４
万
３
千
円
、
収

納
率
は
97
・
78
％
。
固
定
資
産
税
の
現
年

度
分
は
、
収
納
済
額
７
億
１
０
４
万
５
千

円
、
収
納
率
は
96
・
56
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
生
活
課
関
係

三
種
町
消
防
出
初
式

　

１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
関
係
者
一
同
、
町
民
の
生
命
・
財
産

と
安
全
を
守
る
心
構
え
を
新
た
に
し
ま
し

た
。木

造
船
の
漂
着

　

２
月
12
日
、
釜
谷
浜
か
ら
南
へ
１
・
５
㎞

ほ
ど
の
砂
浜
で
木
造
船
が
漂
着
し
て
い
る

の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
不
審
者
な
ど
の
目

撃
情
報
は
な
く
、
船
体
は
山
本
地
域
振
興

局
で
解
体
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
秋
田
県
飲
酒

運
転
追
放
等
競
争

　

本
町
が
第
５
位
と
な
り
、
県
よ
り
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
三
種
町
と
し
て
は

初
の
受
賞
で
す
。

福
祉
課
関
係

長
寿
祝
金
の
贈
呈

　

昨
年
の
12
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
間

に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
３
名
の
か
た

が
た
に
長
寿
祝
金
を
贈
呈
し
、
今
年
度
は

合
わ
せ
て
10
名
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪

支
援
事
業

　

今
年
度
１
月
末
ま
で
に
除
排
雪
支
援
を

実
施
し
た
世
帯
は
、
琴
丘
地
域
が
２
１
８
世

帯
、
山
本
地
域
が
２
９
６
世
帯
、
八
竜
地

域
が
１
４
０
世
帯
で
合
計
６
５
４
世
帯
、
助

成
額
は
約
１
０
４
１
万
２
千
円
で
す
。

平成31年３月
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芦
崎
地
区
の
県
営
圃
場
整

備
事
業

　

主
に
面
工
事
12
・
６
ha
を
行
っ
て
い
ま

す
。
整
地
仕
上
げ
等
は
、
来
年
度
実
施
す

る
予
定
で
す
。

松
く
い
虫
被
害
対
策

　

海
岸
部
砂
防
林
や
砂
丘
地
の
山
林
な
ど

で
、
被
害
防
除
の
た
め
の
伐
倒
駆
除
や
薬
剤

散
布
、
く
ん
蒸
処
理
を
行
い
ま
し
た
。
処
理

実
績
は
、
材
積
で
２
９
４
２
㎥
、
９
９
５
７

本
の
伐
倒
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
費
は
約

３
８
９
６
万
７
千
円
で
す
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

　

今
年
度
、
琴
丘
鹿
渡
地
区
に
お
い
て
、

計
60
本
の
伐
採
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
度
と
比
較
し
、
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
被
害
対
策
に
努

め
ま
す
。

商
工
観
光
交
流
課
関
係

地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業

及
び
資
格
取
得
支
援
事
業

　

地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業
は
、
１
月
末

現
在
で
新
規
雇
用
奨
励
事
業
21
件
、
店

舗
等
増
改
築
事
業
５
件
、
機
械
設
備
投

資
事
業
29
件
、
工
場
誘
致
等
奨
励
事
業
１

件
の
合
わ
せ
て
56
件
で
、
補
助
交
付
額
は

１
８
５
６
万
円
で
し
た
。

　

資
格
取
得
支
援
事
業
は
１
月
末
現
在
で

59
件
、74
人
で
補
助
交
付
額
は
３
５
７
万

８
千
円
で
し
た
。

地
域
連
携
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
の
状
況

　

本
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
あ
き
た
白

神
観
光
連
絡
調
整
協
議
会
」
に
お
い
て
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
法
人
名
を「
あ
き
た
白
神
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
定
め
、
観
光
庁
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補

法
人
申
請
を
行
い
、
２
月
に
は
一
般
社
団
法

人
の
登
記
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
観
光

戦
略
等
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
観
光

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」

の
先
行
上
映
等

　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
先
行
上
映
を

行
い
、９
６
４
名
が
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
夕
方
か
ら
琴
丘
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
舞
台
挨
拶
で
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
田
孝
之
さ
ん
を
は
じ
め
映

画
関
係
者
、
俳
優
の
齊
藤
工
さ
ん
が
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
来
町
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

行
い
、
町
内
外
か
ら
約
８
０
０
人
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
や
舞
台
挨
拶
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
、
三
種
町

の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま

す
。建

設
課
関
係

除
雪
関
係

　

今
年
度
は
、
年
末
と
１
月
後
半
に
ま
と

ま
っ
た
降
雪
が
あ
っ
た
た
め
、
除
雪
回
数
は

昨
年
度
よ
り
多
く
、
２
月
上
期
ま
で
の
除

雪
経
費
は
、
直
営
の
賃
金
と
業
者
委
託
料

を
合
わ
せ
６
６
５
０
万
円
で
、
昨
年
同
期
と

比
べ
約
１
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

２
月
20
日
ま
で
の
実
績
は
、
補
助
額
で

２
１
２
０
万
円
、
事
業
費
で
は
約
２
億

７
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
建
築
工
事

　

今
年
度
は
、
大
町
住
宅
、
千
刈
田
住
宅

そ
れ
ぞ
れ
３
戸
を
建
築
し
ま
し
た
。
大
町
住

宅
に
つ
い
て
は
既
存
住
宅
か
ら
の
入
居
者
が

決
ま
り
、
現
在
入
居
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
千
刈
田
住
宅
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
入

居
者
の
公
募
を
行
う
予
定
で
す
。

上
下
水
道
課
関
係

生
活
排
水
処
理
事
業

　

今
年
度
の
浄
化
槽
整
備
事
業
の
実
績
は
、

16
基
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
釜
谷
地
区

農
業
集
落
排
水
浄
化
槽
廃
止
処
理
工
事
は

３
月
で
完
了
し
ま
す
。

水
道
事
業

　

国
道
７
号
大
曲
地
区
歩
道
拡
幅
工
事
に

伴
う
水
道
管
移
設
工
事
が
、
来
年
度
着
手

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
設
計
業
務
を
発
注
し

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
関
係

小
中
学
校
関
係

　

外
壁
に
ひ
び
割
れ
や
欠
損
が
確
認
さ
れ
て

い
た
湖
北
小
学
校
で
防
水
改
修
工
事
を
実
施

し
、１
月
23
日
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

１
月
20
日
に
秋
田
市
の
県
立
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
、
第
38
回
秋
田
県
綱
引
選
手

権
大
会
小
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
の
部
で
琴

丘
Ｄ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
が
９
連
覇
を
達
成
し
、
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
綱
引
選
手
権
大
会
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。

三
種
町
奨
学
金
助
成
金

　

申
請
件
数
は
現
在
２
件
で
、
助
成
申
請

額
は
11
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
制

度
は
、
奨
学
金
返
還
の
一
部
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
と
定
住
促
進
を

図
る
も
の
で
す
。

生
涯
学
習
関
係

み
た
ね
大
学

　

今
年
度
の
「
み
た
ね
大
学
」
は
３
４
１
名

が
受
講
さ
れ
、
閉
講
式
に
は
１
４
０
名
が
出

席
し
、
１
年
間
の
大
学
生
活
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞

　

町
長
賞
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
１
個
人
、

文
化
部
門
１
個
人
。
教
育
委
員
会
賞
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
32
個
人
・
６
団
体
、
文
化

部
門
で
は
７
個
人
、
ま
た
、
奨
励
賞
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
９
個
人
、
文
化
部
門
で
２

個
人
、
特
別
賞
と
し
て
５
団
体
、
功
労
賞

と
し
て
１
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
町

民
の
皆
様
の
声
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
充
実

や
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、
働
く
世
代

を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
雇
用
の
創
出
な
ど
、

人
口
減
少
等
の
波
を
少
し
で
も
緩
や
か
に

で
き
る
よ
う
、
実
効
性
あ
る
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
以
来
残
さ
れ
て
き
た
学
校

再
編
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、
方
向

付
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
私
に
課
せ
ら
れ

た
重
要
な
役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
重
要
施
策
と
山
積
す
る
課
題
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
く
た

施

政

方

針

広報 みたね
mitane town
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め
、
引
き
続
き
町
組
織
の
一
層
の
効
率
化
と

業
務
改
善
、
そ
し
て
町
政
の
担
い
手
で
あ
る

職
員
の
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

来
年
度
の
財
政
運
営
方
針

に
つ
い
て

　
「
三
種
町
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
の

実
施
な
ど
に
よ
り
財
政
の
健
全
化
が
進
み
、

現
時
点
で
は
健
全
な
財
政
状
況
に
転
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
大
の
財
源
で
あ
る
普

通
地
方
交
付
税
は
、
合
併
特
例
に
よ
る
増

額
分
が
70
％
減
額
さ
れ
、
更
に
減
少
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
・
長
期
財
政
見
通
し
で
は
、
平
成
39

年
度
に
累
積
収
支
で
約
33
億
２
千
万
円
の

収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
行

財
政
改
革
推
進
計
画
」
の
着
実
な
実
施
に

よ
る
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
必
要

で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
は
町
の
諸
情

勢
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
住
民
生
活
に
密

着
し
た
事
業
を
中
心
に
、
①
住
民
生
活
環
境

施
設
の
整
備
、
②
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継

続
、
③
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対

策
、
④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
、
⑤
公
共

施
設
等
の
最
適
化
推
進
の
５
分
野
を
重
点

事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
三
種
町
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
豊

か
な
自
然
と
大
地
の
恵
み
、
心
ふ
れ
あ
う

協
働
の
ま
ち
」
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

人
口
減
少
対
策
や
少
子
高
齢
化
対
策
、
若

者
や
女
性
が
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
要
事
業
等
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
ク

ア
オ
ル
ト
事
業
は
、
県
と
の
協
働
が
30
年

度
で
終
了
し
ま
す
。

　

新
年
度
も
引
き
続
き
町
民
の
健
康
寿
命

延
伸
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性

化
、
森
岳
温
泉
の
活
性
化
に
繋
が
る
施
策

を
実
施
し
ま
す
。
８
月
22
、
23
日
の
２
日

間
は
、
日
本
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
の
全
国

大
会
が
当
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

公
共
交
通
再
編
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
再
編
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
公
共
交
通
体
系

を
構
築
し
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

（
詳
細
は
今
月
号
２
Ｐ
参
照
）

三
種
町
防
災
行
政
無
線
統

合
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
戸
別
受
信
機
更
新
事
業

は
、
琴
丘
地
域
で
実
施
し
ま
す
。
八
竜
・
山

本
地
域
は
、
32
年
度
以
降
に
順
次
更
新
す

る
予
定
で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
電
話
応
答

サ
ー
ビ
ス
は
一
層
の
普
及
を
図
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

福
祉
関
係
に
つ
い
て

　

家
庭
に
お
け
る
養
育
機
能
と
、
ひ
と
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
要
援

護
者
に
対
応
す
べ
く
総
合
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
料
の
助
成
を
は
じ
め
と
し
た
子
育

て
世
代
に
か
か
る
費
用
負
担
の
軽
減
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
延
長
保
育
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
学

習
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
子
育
て
支

援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
園
児
数
の
見
込
み
や
深
刻
な
保

育
士
不
足
の
現
状
な
ど
の
面
を
勘
案
し
、
山

本
地
域
に
お
い
て
保
育
園
の
統
合
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

年
度
で
保
護
者
等
の
意
向
調
査
を
実
施
し

な
が
ら
、
統
合
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
方
向

性
を
定
め
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
外
出
支

援
を
は
じ
め
除
排
雪
支
援
、
生
き
が
い
活

動
支
援
な
ど
の
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

障
害
福
祉
で
は
、
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
家
庭
・
地
域
・
施
設
等

の
連
携
に
努
め
る
ほ
か
、
相
談
支
援
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、介
護
予
防
の
取
組
み

や
地
域
支
援
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
ほ

か
、医
療
・
介
護
・
福
祉
が
連
携
し
た
、地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て

　
「
町
民
が
す
こ
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
心
と
体
の
生
涯
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

成
人
保
健
対
策
で
は
、
健
診
費
用
の
助

成
を
継
続
し
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

母
子
保
健
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
各

種
健
診
や
助
成
に
加
え
、
新
生
児
の
聴
覚

検
査
費
用
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
及
び
風
し
ん
の

予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
医
療
制
度
に
よ
り
、
18
歳

ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担
額
の
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

　

歯
科
保
健
対
策
で
は
、
幼
少
時
か
ら
の

予
防
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
り
、
フ
ッ

化
物
洗
口
の
実
施
、
歯
科
健
診
費
用
の
助

成
を
継
続
し
ま
す
。

　

精
神
保
健
・
自
殺
対
策
で
は
、
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、「
と
も
に

支
え
合
い
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
三
種
町
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て

　

医
療
費
の
適
正
化
と
削
減
の
た
め
、
引

き
続
き
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健
指
導
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策
事
業
を
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
み
、
保
険
税
に
つ
い
て
は

適
正
な
税
率
設
定
と
収
納
率
向
上
に
努
め

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

　

今
後
も
健
診
費
用
の
助
成
を
行
い
な
が

ら
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
す
。

農
林
業
関
係
に
つ
い
て

　

農
業
を
更
に
足
腰
の
強
い
産
業
と
し
て

い
く
た
め
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、
次

の
５
つ
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
つ

い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
人
的

集
積
及
び
面
的
集
積
を
推
進
し
ま
す
。

②
経
営
所
得
安
定
対
策
で
は
、
農
家
へ
の

制
度
周
知
を
図
り
、
集
落
営
農
へ
の
参
加

や
新
た
な
組
織
化
等
を
支
援
し
ま
す
。

③
平
成
31
年
産
米
で
も
需
要
に
応
じ
た
生

産
の
取
組
み
を
継
続
・
定
着
さ
せ
て
い
く

こ
と
と
も
に
、「
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
作
成
し
、
耕
畜
連
携
を
含
め
、
産
地
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

④
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
多
面
的
機
能
支
払
と
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
の
２
本
立
て
に
よ
る
地
域
活

動
や
営
農
活
動
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

⑤
ジ
ュ
ン
サ
イ
や
メ
ロ
ン
、
梅
な
ど
地
域

の
特
産
品
を
核
と
し
て
、
農
産
物
直
売
所

に
お
け
る
農
産
物
加
工
品
の
販
売
促
進
や
、

６
次
産
業
化
を
支
援
し
ま
す
。

森
林
環
境
保
全
に
つ
い
て

　

松
く
い
虫
防
除
対
策
を
継
続
す
る
ほ
か
、

広
葉
樹
林
の
再
生
や
、
近
年
被
害
が
広
が
っ

て
い
る
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
も
、
被
害
の
拡

大
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適

切
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
林
業
経
営

の
集
約
化
を
図
り
、
新
た
な
森
林
管
理
制

度
に
よ
り
、
町
が
主
体
と
な
り
円
滑
な
運

用
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
を
積
み
立
て
、
本
町
の
森

林
整
備
に
活
用
し
ま
す
。
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商
工
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

雇
用
の
安
定
と
就
業
機
会
の
拡
大
を
重

点
施
策
と
し
て
、
町
内
企
業
等
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
地
域
雇
用
創
出
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
内
容
を
拡
充
し
て
実
施
し
、
就

業
機
会
対
策
と
し
て
資
格
取
得
支
援
事
業

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
施
設
（
二
酸
化
炭
素
の

回
収
・
貯
留
施
設
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
実
現
に
向

け
て
努
力
し
ま
す
。

　

町
内
企
業
へ
の
金
融
支
援
を
目
的
と
し

た
通
称
「
マ
ル
三
」、「
マ
ル
三
小
口
」
及
び

「
マ
ル
経
」
を
、
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と

し
て
継
続
し
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
発
行
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
じ
ゅ
ん
さ
い
の
生

産
、
販
売
、
普
及
を
推
進
し
、
販
路
拡
大

と
普
及
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
交
流
に
お
い
て
は
、「
サ
ン
ド
ク
ラ

フ
ト
」「
森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り
」
な
ど
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
開

催
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

４
月
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
地
域
連
携

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
あ
き
た
白
神
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
連
携
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
や
観
光

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

森
岳
温
泉
街
の
再
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

森
岳
温
泉
活
性
化
協
議
会
か
ら
の
提
言
書

を
踏
ま
え
、
年
次
計
画
に
よ
り
対
策
を
進

め
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
指
定
管
理
施
設
に
つ
い

て
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
と
利
用
促
進
を
図
り
、
健

全
経
営
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
森
岳
温
泉
「
ゆ
う
ぱ

る
」
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
２
か
年
計

画
で
大
規
模
改
修
を
行
い
、
入
館
者
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

建
設
事
業
関
係
に
つ
い
て

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
、
町
内

業
者
の
振
興
と
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
大
町
住
宅
、
千
刈
田
住

宅
の
建
替
え
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
引
き

続
き
建
替
え
を
行
い
、
計
画
の
進
捗
を
図

り
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民
生
活
と

密
接
な
生
活
道
路
や
通
学
路
の
側
溝
や
舗

装
の
維
持
管
理
を
優
先
し
て
実
施
し
、
町

民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、
安
心
・
安
全
な

道
路
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

点
検
及
び
計
画
的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

三
種
川
河
川
改
修
の
「
床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業
」
は
残
り
２
か
年
と
な
り
、

一
日
も
早
い
完
成
と
家
屋
浸
水
被
害
の
解

消
の
た
め
、
町
協
力
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
及
び
温
泉

事
業
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
良
質
な
水
源
の

確
保
・
保
全
を
行
い
、
安
全
で
安
心
な
水

道
水
の
安
定
的
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入
促
進
と
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定に
関する件）

◎平成30年度三種町一般会計予算及び特別会計予算の補正に
ついて

◎三種町森林環境基金条例の制定について
◎消費税及び地方消費税の税率引上げに伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について

◎三種町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に
ついて

◎三種町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について

◎三種町職員等の旅費に関する条例等の一部改正について
◎三種町特別会計条例の一部改正について
◎ 三種町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
◎ 三種町火葬場条例の一部改正について
◎三種町布設工事監督者を置く水道の布設工事等を定める条
例の一部改正について

◎三種町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

◎三種町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

◎ 三種町再生可能エネルギー等導入推進基金条例の廃止について
◎ 三種町過疎地域自立促進計画の一部変更について
◎工事請負契約の締結について（山本公民館・山本総合支所）
◎指定管理者の指定の変更について（三種町サンサンパーク
コテージ）

◎平成31年度特別会計への繰入について
◎ 平成31年度三種町一般会計、特別会計及び水道事業会計予
算について

◎三種町長寿祝金支給条例の一部改正について
◎和解金及び損害賠償の額の決定について

【審議された議案等】

【平成30年度一般会計補正予算の主な歳出】
◇ふるさと納税関連事業費 2,055千円
◇プレミアム付商品券事業費 1,972千円
◇障害福祉サービス給付費等 25,196千円
◇未熟児養育医療給付費 2,535千円
◇畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業費補助金 98,500千円
◇ため池等整備事業負担金 2,050千円
◇芦崎地区県営ほ場整備事業負担金 2,200千円
◇除雪機械整備 24,929千円
◇スポーツ・文化合宿誘致推進事業費 1,700千円
◇三種町ふるさと元気づくり基金積立金 9,000千円

　

下
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

度
よ
り
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

　

温
泉
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
更
新
を

実
施
し
、
安
定
し
た
供
給
と
経
営
に
努
め

ま
す
。教

育
行
政
方
針
に
つ
い
て

　

様
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
体

制
の
整
備
と
学
校
・
地
域
・
家
庭
及
び
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
育

行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
行
動
と
し
て
、
①

時
間
を
守
る
こ
と
、
②
掃
除
と
身
の
回
り

の
整
理
・
整
頓
、
③
明
る
い
笑
顔
の
あ
い
さ

つ
、
④
元
気
な
返
事
、
⑤
他
人
の
話
を
し
っ

か
り
聴
く
こ
と
、
の
５
つ
を
掲
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
の
体
験
・
社
会

活
動
を
通
じ
て
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
の
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校

支
援
地
域
本
部
を
強
化
し
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
で
始
ま
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、外
国
語
活
動
（
英
語
）

の
教
科
化
に
向
け
、
効
果
的
な
実
施
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
保
護
者
及
び
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の
特

性
や
状
態
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
努
め
て
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
向
上
で
は
、
専
門
性
や

得
意
分
野
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
教
育
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

特
性
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主
グ

ル
ー
プ
の
育
成
や
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文
化
活
動
は
、
体

育
協
会
や
芸
術
文
化
協
会
、
関
係
団
体
等

と
連
携
し
、
参
加
す
る
機
会
や
発
表
の
場

の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

伝
統
芸
能
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
育
成

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
普
及
啓
発
や
地

域
団
体
の
活
動
支
援
を
通
じ
て
、
保
存
伝

承
に
努
め
ま
す
。

広報 みたね
mitane town
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一
般
会
計 

１
０
４
億
１
４
５
４
万
円

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
当
初
予
算
が
３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
１
０
４
億
１
４
５
４
万
３
千
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
し
、

約
８
億
３
千
万
円
（
８
・
６
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
山
本
公
民
館
・
山
本

総
合
支
所
建
設
事
業
や
公
共
交
通
再
編
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
重
点
事
業
は
、
①
住
民
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
②
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続
、
③
地
域
特
性

を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策
、
④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
、
⑤
公
共
施
設
の
最
適
化
の
推
進
の
５
分
野

と
し
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
対
策
の
ほ
か
、
観
光
交
流
・
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
・

環
境
対
策
等
の
町
民
生
活
に
密
着
し
た
ソ
フ
ト
事
業
に
も
重
点
を
置
い
た
編
成
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

80

90

100

110
億円

H27 H28 H29 H30 H31

110 108

100
96

104

町債（12.6％）
13億960万円

町税（13.4％）
13億9,858万5千円

依
存

財源

町債（12.6％）
13億960万円

104億
1,454万円

歳入合計

自主財源

町税（13.4％）
13億9,858万5千円

使用料・手数料・負担金等
（1.9％）1億9,666万8千円

諸収入（3.0％）
3億1,116万3千円

繰入金（6.5％）
6億7,349万円

その他（0.6％）
5,851万円

地方交付税（44.8％）
46億7,000万円

　　　
　

　
　

そ
の

他
　

　　　　  投資的経費

104億
1,454万円

歳出合計

国庫・県支出金
（14.5％）
13億9,606万9千円

国庫・県支出金
（13.1％）
13億6,471万4千円

地方譲与税など（4.1％）
4億3,181万3千円

義務
的

経
費

積立金（1.6％）
1億5,500万9千円

人件費（14.9％）
15億5,543万9千円

繰出金（14.2％）
14億8,308万5千円

人件費（14.9％）
15億5,543万9千円

繰出金（14.2％）
14億8,308万5千円

維持補修費（1.0％）
1億716万3千円

補助費等（16.0％）
16億5,409万7千円
補助費等（16.0％）
16億5,409万7千円

積立金（1.7％）
1億7,330万8千円

出資金・貸付金
（2.1％）
2億2,100万円

災害復旧事業費（0.1％）117万3千円

扶助費（12.1％）
12億7,493万1千円

公債費（10.4％）
10億7,921万5千円

普通建設事業費（12.9％）
13億4,343万円

物件費（14.6％）
15億2,170万2千円

扶助費（12.1％）
12億7,493万1千円

公債費（10.4％）
10億7,921万5千円

普通建設事業費（12.9％）
13億4,343万円

物件費（14.6％）
15億2,170万2千円

会　計　名 平成31年度 平成30年度 増減率
国民健康保険 2,020,855 2,124,031 ▲ 4.9%

後期高齢者医療 192,542 191,794 0.4%

公 共 下 水 道 652,219 645,942 1.0%

農業集落排水 167,409 194,370 ▲13.9%

介 護 保 険 2,823,130 2,775,256 1.7%

介護サービス 11,989 12,298 ▲ 2.5%

衛 生 処 理 廃　止 21,744 －

温 泉 74,302 15,013 394.9%

特別会計　合計 5,942,446 5,980,448 ▲ 0.6%

○特別会計

○水道事業会計

○一般会計当初予算額推移（単位：千円）

（単位：千円）

区　分 平成31年度 平成30年度 増減率
収益的収入 299,446 302,942 ▲ 1.2%
収益的支出 317,972 304,398 4.5%
資本的収入 196,320 128,560 52.7%
資本的支出 325,867 256,246 27.2%

一般会計歳入

一般会計歳出（性質別）

前
年
度
比 

８・６
％
増

平成31年度
三種町予算

平成31年４月 8



一般会計予算を人口
16,643人（平成31年
1月31日現在）で割っ
た場合の目的別経費は
このようになります。

町民一人あたりの
行政サービスを金
額にすると、
約63万円

議　会　費
6,527円

総　務　費
79,684円

民　生　費
171,706円

衛　生　費
32,728円

農林水産業費
39,616円

土　木　費
56,373円

消　防　費
38,793円

商　工　費
36,406円

教　育　費
85,507円

公　債　費
64,845円

そ　の　他
13,577円

議会運営全般

商工観光振興など

町政全体の運営
管理、庁舎維持
管理など

福祉サービス、
保育園運営など

道路整備、町営
住宅管理など

消防団活動、
防災対策など

学校、文化・体育
施設の管理など 借りたお金の返済

雇用対策、
災害対策など

農業委員会、農林
水産業振興など

健康診断、
ごみ処理など

◆◆ 環境にやさしく、人と自然が共生するまち
③　マツ林・ナラ林等景観向上事業 1,132万円…… 松くい虫による枯死木伐倒
③　森林経営管理事業 721万円…… 森林所有者への経営管理意向調査の設定準備等
③　ＣＣＳ誘致活動事業 92万円…… ＣＣＳ（二酸化炭素の回収・貯留）施設の誘致活動

◆◆ すこやかに安心して暮らせるまち
④　クアオルト推進事業 1,109万円…… 三種型クアオルトの構築、日本クアオルト協議会大会の開催
④　福祉医療費給付事業 1億8,122万円…… 障害者・子どもへの医療費助成（高校生まで無料化）
④　子どもの明るい未来づくり事業 306万円…… 各小学校区ごとに学習支援を実施

◆ 快適で安全な生活を支えるまち
①　公共交通再編事業 6,711万円…… 公共交通再編にかかる費用全般
④　防災行政無線戸別受信機購入・設置事業 7,784万円…… 防災行政無線戸別受信機購入・設置
④　空き家対策事業 290万円…… 危険な空き家解体等補助金
①　火葬炉運転管理業務 1,020万円…… 清華苑管理業務委託
　　町営住宅建築事業 1億1,753万円…… 町営住宅の建築（千刈田、大町）

◆ 活力にみちた個性豊かな産業のまち
③　じゅんさい日本一生産数量助成事業 768万円…… じゅんさいの生産量拡大を図るため、出荷数量への助成
③　メロン産地育成事業 320万円…… メロン生産振興のための種子購入助成
　　主食用水稲種子購入費助成事業 2,257万円…… 平成30年産米の減収による種子購入費の一部助成
②　地域雇用創出推進事業 2,300万円…… 町内事業所、起業者への支援による雇用機会の創出
③　地域商品券発行事業 1,820万円…… 地域商品券発行事業への補助
　　ドラゴンモニュメント塗装事業 250万円…… ドラゴンモニュメントの塗装
⑤　ゆうぱる大規模改修事業 6,782万円…… ゆうぱる浴室等の改修

◆ 創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち
⑤　小中学校パソコンリース事業 956万円…… 児童・生徒及び教員使用パソコンのリース
⑤　小中学校エアコン設置事業 1,133万円…… 応急的に避難できる特別教室へのエアコン設置
⑤　山本公民館・山本総合支所建設事業 7億1,374万円…… 山本公民館・山本総合支所建設工事、備品購入
④　体育施設管理事業 249万円…… 琴丘・山本体育館照明のLED化

◆ 行財政運営の効率化とまちづくり体制の推進
　　若者活動支援事業 300万円…… 若者主体の団体が取り組む事業への補助
　　集会所等施設整備費補助事業 589万円…… 集会所等の改修・備品購入に対する助成

平成31年度　町の主な事業を紹介します
　重点政策事業の住民生活環境施設の整備は『①』、雇用対策推進事業の継続は『②』、地域特性を活かした産業振興
対策は『③』、暮らしの安心確保対策は『④』、公共施設の最適化の推進は『⑤』で表示しています。（１万円未満四
捨五入で表示）

広報 みたね
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４月7日は
秋田県議会議員一般選挙の

投開票日です
～選びたい  秋田のこれから  わたしの将来～

　不在者投票や郵便投票などの手続きについては、広報みたね３月号でお知らせしてありますのでご覧ください。
　また、入場券は、３月中旬に郵送していますが、入場券が届かなかったり、紛失した場合でも選挙権があれば投票
できます。
　入場券を持たずに投票する場合は、運転免許証や保険証など、本人であることを確認できるものを持参し、投票所
の職員に申し出てください。
　開票は、４月７日午後８時から八竜体育館で実施します。

■選挙についてのおたずねは　三種町選挙管理委員会　☎74－6422

投　票　区　名 投　票　時　間

落合投票区
勝平投票区 午前７時～午後６時まで

その他の投票区
鯉　川、鹿渡南、鹿渡北、新屋敷
大　町、林　崎、木戸沢、長　面
達　子、金光寺、豊　岡、北金岡
川　尻、鵜　川、大　曲、浜　田
大　口、釜　谷、芦　崎

午前７時～午後７時まで

期 日 前 投 票 所 設 置 期 間

期　間
場　所 ３月30日（土）～４月６日（土）
琴丘地域拠点センター 投票時間　午前8時30分～午後8時

ご自分の投票区に関係なく、どの期日前投票所でも
ご利用いただけます。

山 本 総 合 支 所

八竜農村環境改善センター

事前に入場券裏面の「宣誓書」に必要事項をご記入の上、お越しください。

投票日に投票に行けない方は、期日前投票をご利用ください

平成31年４月 10



町では、４月１日付けで人事異動を発令しました。

総務課
◆課長補佐　三浦保（総務課行政係長）◆課長補佐兼管
財係長　三浦幸綱（総務課管財係長）◆行政係長　石井
忍（教育委員会事務局生涯学習係上席主査）◆財政係主
任　相沢咲希子（県市町村課派遣）◆管財係主査　嶋田
裕樹（町民生活課消防防災係主査）◆県市町村課派遣　
佐藤和喜（総務課財政係主任）

会計課
◆会計管理者兼課長　平澤仁美（議会事務局長兼監査委
員事務局長）◆検査係長　佐々木良大（建設課管理係主
席主査） 

企画政策課
◆課長補佐　後藤芳英（福祉課長補佐兼福祉係長）◆企
画係専門員　佐々木里史（再任用）◆情報統計係長　平
塚重篤（企画政策課情報統計係上席主査）◆情報統計係
主任　嶋田裕介（教育委員会事務局スポーツ係主任）

税務課
◆課長兼固定資産評価審査委員会事務局長　金子英人
（健康推進課長）◆課長補佐　石井透（議会事務局長補
佐兼議事総務係長）◆賦課係長　成田直広（教育委員会
事務局総務学事係長）◆賦課係主席主査　大村和人（商
工観光交流課観光交流係主席主査）◆収納対策係主事　
信太夏綺（健康推進課医療年金係主事）

町民生活課
◆町民係長　近藤純子（山本総合支所地域生活係長）◆
環境衛生係主席主査技術手　菅原貴生（町民課町民係主
席主査技術手）◆消防防災係主事　工藤寛久（税務課賦
課係主事）◆消防防災係主事　永尾舜（町民生活課環境
衛生係主事）◆消防防災係主事　川村学（採用）

福祉課
◆課長補佐兼福祉係長　清水真（総務課長補佐）◆課長
補佐　柿崎留理子（教育委員会事務局次長補佐兼公民館
長兼生涯学習係長）◆課長補佐兼地域包括支援係長　畠
山るり子（福祉課地域包括支援係長）◆福祉係主任　近
藤里美（琴丘総合支所地域生活係主任）◆福祉係主事　
田村重文（農林課農政係主事）◆子育て支援係主任　平
塚まどか（琴丘総合支所地域生活係主任）◆地域包括支
援係専門員　宮田世紀子（再任用）

健康推進課
◆課長　佐々木恭一（税務課長兼固定資産評価審査委員
会事務局長）◆課長補佐兼保健センター長　内山フミ子
（健康推進課長補佐）◆医療年金係主任　佐々木隆光（福
祉課福祉係主事）

農林課
◆課長補佐　小松仁（上下水道課長補佐）◆農政係主任
伊藤健秋（農林課農地整備係主任）◆農政係主事　北嶋
春樹（町民生活課消防防災係主事）◆農地整備係主事　
近藤有汰（採用）◆林務係専門員　近藤吉弘（再任用）

商工観光交流課
◆観光交流係主席主査　髙橋勝栄（税務課収納対策係主
査）　◆観光交流係主任　加藤知佳（福祉課福祉係主事）

建設課
◆建設係主事　齊藤侑大（上下水道課下水道係主事）
◆管理係長　関公司（琴丘総合支所地域生活係長）

上下水道課
◆課長補佐兼下水道係長　近藤洋（上下水道課下水道係
長）◆下水道係主査　笹村敬之（広域市町村圏組合）
◆下水道係主任　岩谷侑哉（建設課建設係主任）

議会事務局
◆事務局長兼議事総務係長兼監査委員事務局長　後藤誠
（山本総合支所長）◆議事総務係主事　近藤亜美（教育
委員会事務局総務学事係主事）

農業委員会事務局
◆事務局長兼農地調整係長　佐藤慶一（農林課長補佐）
◆農地調整係専門員　川村義之（再任用）

琴丘総合支所
◆支所長　工藤一嗣（福祉課長補佐）◆地域生活係長　
岡本由梨（琴丘総合支所地域生活係主席主査）◆地域生
活係主査　石川賢志（総務課管財係主査）◆地域生活係
主任　児玉健宏（福祉課福祉係主任）◆地域生活係主事
菊地希美（町民生活課町民係主事）

山本総合支所
◆支所長　工藤伸也（教育委員会事務局次長補佐）◆地
域生活係長　佐々木遂子（税務課賦課係長）◆地域生活
係主査　舘岡知弘（税務課収納対策係主査）◆地域生活
係専門員　櫻庭真弓（再任用）◆地域生活係専門員　高
橋善浩（再任用）
　
保育園
◆金岡保育園園長心得（上席主査）　笹村直子（金岡保
育園主席主査）◆金岡保育園主事　近藤奈美（琴丘保育
園主事）
◆琴丘保育園専門員　近藤田鶴子（再任用）◆森岳保育
園専門員　渡邊晶子（再任用）

教育委員会事務局
◆次長補佐　木村将来（企画政策課情報統計係長）◆次
長補佐兼公民館長兼生涯学習係長　大高博充（会計課検
査係長）◆次長補佐兼スポーツ係長　鎌田誠（教育委員
会事務局スポーツ係長）◆総務学事係長　田中一彦（教
育委員会事務局総務学事係上席主査）◆総務学事係主査
児玉知済（農林課農政係主査）◆総務学事係主任　熊谷
朋子（商工観光交流課観光交流係主任）◆生涯学習係主
席主査　佐藤潤一（山本総合支所地域生活係主席主査）
◆スポーツ係主事　石井大地（採用）◆スポーツ係専門
員　櫻庭一則（再任用）

小中学校・公民館・学校給食センター
◆浜口小学校主席主査校務員　三浦民晴（琴丘中学校主
席主査校務員）◆琴丘中学校主席主査校務員　三浦卓也
（浜口小学校主席主査校務員）◆八竜中学校主任校務員
児玉利勝（再任用）◆山本公民館専門員　信太清勝（再
任用）◆八竜公民館専門員　相原信孝（再任用）◆学校
給食係専門員　腰丸豊（再任用）

人　事　異　動 　（　）内は前所属

広報 みたね
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◆問い合わせ先　町民生活課　消防防災係　☎85－4823

◆問い合わせ先　町民生活課　町民係　☎85－4825

◆問い合わせ先　健康推進課　医療年金係　☎85－2137

　町では、防災行政無線でお知らせする情報をお手持ちの携帯電話にメールで配信するサービスを開始
しています。

　登録する場合は、携帯電話から登録用ＵＲＬへアクセスするか、ＱＲコードを読み込み
すると登録画面へ移行しますので、内容を確認して登録してください。

http://webbousai.town.mitane.akita.jp/mail/mobile/登録用URL

防災行政無線【メール配信サービス】のお知らせ

☎85－3001に電話をすると、24時間以内の放送内容を確認できます。
※通話料は利用者負担となります。
ご不明な点がありましたら、【町民生活課　消防防災係】までご連絡
ください。

防災行政無線
『電話応答サービス』

のお知らせ

能代山本管内の医療機関以外でも
特定健診が受けられます！４月から

４月１日から三種町は火葬施設の清華苑の火葬業務等を民間業者へ委託します。
また、使用料金の見直しにより４月１日から町民の方は火葬炉及び附属炉の使用料が無料となります。
ただし、３月中に清華苑の使用の許可を受けた方は、従来どおり有料となります。
霊柩車については老朽化と民間業者の普及による使用回数の減少により廃止とします。

清華苑の火葬業務について

　平成31年度より、秋田県内の実施可能医療機関にて特定健診を受診できるようになります。
　対象となる医療機関と実施期間については、町ホームページにて確認いただくか、健康推進課までお問い合
わせください。

毎年４月から５月は就職などで加入する健康保険の変更が多い月です。保険証が変わったら必ず届出をしましょう！

◆特定健診の必要書類◆
国保に加入されている40歳以上の方 後期高齢に加入されている方

①国保の保険証
②特定健康診査受診券

・後期高齢の保険証

 受診券は６月下旬に町より送付します（※町で
実施する健診を申し込みされた方には、問診票
と一緒に受診券を送付）。
それより前に特定健診を受診される場合には健
康推進課までご相談ください。

医療機関での特定健診を受診される場合には健
康推進課までご相談ください。

平成31年４月 12



◆申請・問い合わせ先
　企画政策課　企画係　☎85－4817
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１
日
～
10
月
31
日

◦対象者　
・�平成30年３月31日までに三種町に転入した、次の
条件を満たす方
・�町外に５年以上居住（住民登録）し、新たに三種町
に転入（住民登録）してから１年以上居住し、２年
を経過していない方。
※�転勤や福祉施設への入所を目的とした転入、進学で
転出した者の再転入、税金滞納者等は対象になりま
せん。詳しくはお問い合わせください。

町
業
務
従
事
者
募
集

◦
年　
　
齢　
18
歳
以
上

◦
勤
務
日
程　
朝
・
夕
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　

１
時
間
程

◦
賃　
　
金　
日
額
１
６
０
０
円

※
７
・
８
月
の
繁
忙
期
は
３
２
０
０
円

◦
募
集
期
間　
４
月
１
日
～
４
月
12
日

◦
申
込
方
法　
履
歴
書
・
運
転
免
許
証

等
本
人
確
認
出
来
る
も
の
の
写
し
を
持

参
の
上
、
商
工
観
光
交
流
課
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先	

　
商
工
観
光
交
流
課　
観
光
交
流
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
０

４月８日まで
　定住奨励金制度は平成30年度で終了しま
した。申請受付期限は４月８日までです。申
請忘れにご注意ください！

定住奨励金制度の
　　　　申請期限について

広報 みたね
mitane town
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自
転
車
の
安
全
利
用

推
進
運
動
強
調
期
間

山
本
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
か
ら
の
お
願
い

◦
期　
間　
４
月
７
日
～
13
日

◦
防
火
標
語

　
忘
れ
て
な
い
？

　
　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　
　
　
　
火
の
確
認

《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま

し
た
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
４
月
７
日
（
日
）
９
時　
１
回
の
み

◦
駆
付
け
訓
練

　
４
月
13
日
（
土
）
６
時
～
６
時
30
分

　
金
岡
地
区
志
戸
橋
集
落

◦
防
火
パ
レ
ー
ド

　
４
月
７
日
（
日
）
８
時

◦
期　
間　
４
月
６
日
～
12
日

　
◦
運
動
の
重
点

　

新
入
学
（
園
）
児
童
・
園
児
を
中
心
と

し
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
～
歩
行
者

フ
ァ
ー
ス
ト
意
識
の
醸
成
～

　

三
種
町
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
す
よ

う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
～
５
月
は

「
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
運
動
」
の
強

調
期
間
で
す
。

運
動
の
重
点

・
自
転
車
利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
の
周
知

・
自
転
車
の
点
検
整
備
の
促
進

・
自
転
車
事
故
損
害
賠
償
責
任
保
険
等

へ
の
加
入
促
進

◎
自
転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

自
転
車
に
よ
る
事
故
で
、
加
害
者
側
が

高
額
な
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
に
備
え
、
自
転
車
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

《
主
な
保
険
の
例
》

・
保
険
会
社
等
で
取
り
扱
う
自
転
車
向

け
保
険

・
傷
害
保
険
、
火
災
保
険
、
自
転
車
保

険
等
の
個
人
賠
償
責
任
特
約
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
３

　

本
協
議
会
は
「
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
三

種
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
活
動
は
次
の
と
お
り
で

す
。
町
民
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦
活
動
期
間　
４
月
～
９
月

◦
活
動
時
間

　
午
前
６
時
～
午
前
７
時

　
　
（
午
前
５
時
50
分
ま
で
集
合
）

新
入
学
（
園
）
期
の

交
通
安
全
運
動

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

◦
防
火
広
報
巡
回

　
４
月
８
日
か
ら
は
消
防
署
車
及
び
分
団

車
が
警
戒
広
報
巡
回
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
３

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）

２月中 Ｈ 31 累計

酒酔い運転 ０件 ０件

酒気帯び件数 ０件 ０件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25 市町村中）１位（前月１位）→

【平成31年度計画表】
活動月日 清掃場所 作業内容 集合場所

４月28日 森岳駅周辺 草取り
ごみ拾い 森岳駅

６月２日 地域福祉センター
～山本ふるさと文化館

草取り
ごみ拾い

（あじさい道路）
地域福祉センター

駐車場

７月７日 森岳駅周辺 草取り
ごみ拾い 森岳駅

７月28日 惣三郎沼公園 草取り
ごみ拾い

山本ふるさと文化館
駐車場

９月１日 森岳駅周辺 草取り
ごみ拾い 森岳駅

平成31年４月 14



若
者
活
動
支
援
事
業

　

将
来
を
担
う
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額　
上
限　
50
万
円

※
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内

対　
　
象

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
代
表
者
が
若
者（
40
歳
以
下
）で
あ
る

こ
と

②
町
民
及
び
町
内
に
勤
務
す
る
者
が
５

人
以
上
で
あ
る
こ
と

③
構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
が
若
者
で

あ
る
こ
と

申
請
方
法

　

４
月
12
日
ま
で
に
企
画
政
策
課　

企

画
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

三
種
町
結
婚
祝
金

祝
い
金
の
額　
１
組　
10
万
円

※
た
だ
し
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
方
は
﹁
三
種

共
通
商
品
券
﹂
と
な
り
ま
す
。

対　
　
象

◦
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
２
か

月
以
内
に
、
夫
婦
と
も
に
三
種
町
内

の
同
じ
住
所
へ
居
住
し
て
い
て
、
３

か
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と

◦
祝
金
支
給
後
、
婚
姻
を
解
消
す
る
こ

と
な
く
、
２
年
以
上
三
種
町
に
居
住

す
る
こ
と
を
確
約
し
た
夫
婦

◦
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
日
に
お
い
て

夫
婦
ど
ち
ら
か
の
年
齢
が
49
歳
以
下

で
あ
る
こ
と

◦
夫
婦
及
び
そ
の
世
帯
員
が
町
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◦
夫
婦
と
も
に
、過
去
に
定
住
奨
励
金

ま
た
は
祝
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

※
申
請
方
法
・
書
類
等
は
婚
姻
届
受
付

時
に
窓
口
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
種
町
出
会
い
創
出

事
業
補
助
金

　

若
者
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
事

業
を
行
お
う
と
す
る
団
体
・
個
人
の
活

動
を
応
援
し
ま
す
！

補
助
金
額　
上
限　
20
万
円

◦
補
助
対
象
経
費
⋮
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

必
要
な
経
費
、
講
師
・
司
会
等
へ
の

謝
金
お
よ
び
旅
費
、
広
告
費
等
（
飲

食
費
は
対
象
外
）

対
象
者

◦
活
動
の
拠
点
が
三
種
町
内
に
あ
り
、

男
女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
団
体
ま
た
は
個

人
（
団
体
の
代
表
ま
た
は
個
人
は
20

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
）。

対
象
事
業
・
対
象
経
費

◦
原
則
町
内
で
実
施
す
る
事
業

◦
参
加
者
を
公
募
し
、
男
女
と
も
独
身

か
つ
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

◦
参
加
者
は
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
町
内
在
住
者
の
割
合
が
参
加
者

全
体
の
４
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

大
館
能
代
空
港

利
用
促
進
助
成
制
度

　

大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を
目
的

に
、
同
空
港
発
着
の
航
空
機
を
利
用
し

た
方
に
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額

大
館
能
代
空
港　

 

羽
田
空
港

片
道　
３
０
０
０
円
／
席

大
人
・
小
児 

同
額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

◦
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方

◦
三
種
町
に
所
在
す
る
事
業
所

◦
三
種
町
に
扶
養
者
を
有
す
る
学
生

申
請
方
法

①
大
館
能
代
空
港
発
着
便
を
利
用
す
る

・
ご
搭
乗
案
内
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）

は
申
請
に
必
要
な
た
め
、
紛
失
し
な

い
よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

②
助
成
金
交
付
申
請

・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご

搭
乗
案
内
（
原
本
）
と
身
分
証
明
書

等
の
写
し
を
貼
付
の
う
え
企
画
政
策

課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
搭
乗
案
内
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
利
用
後
、
30
日
以
内
（
３
月
利
用
分

に
つ
い
て
は
４
月
８
日
ま
で
）
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
助
成
金
交
付

・
申
請
内
容
を
確
認
後
、
口
座
振
込
。

対
象
に
な
る
航
空
券
の
種
類

・
通
常
運
賃
、
プ
レ
ミ
ア
ム
運
賃
、

VALU
E PREM

IU
M

（SU
PER

）、

ANA FLEX

、
小
児
運
賃
、
障
害

者
割
引
運
賃
、
介
護
割
引
、ANA 

VALUE

（SUPER

）、
プ
レ
ミ
ア
ム

＠Biz

、
ビ
ジ
ネ
ス
き
っ
ぷ
、
特
割
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ピ
ー
ト
、
ス
マ
ー
ト
シ

ニ
ア
空
割
、
ス
マ
ー
ト
Ｕ
25
、
ア
イ

キ
ッ
プ
、VALUE TRANS

、
い
っ

し
ょ
に
マ
イ
ル
割

◎
対
象
に
な
ら
な
い
航
空
券
の
種
類

・
株
主
優
待
運
賃
（
プ
レ
ミ
ア
ム
、
小

児
含
む
）、
団
体
割
引
運
賃
、
特
典

無
料
航
空
券　
等
（
こ
の
他
に
も
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
公
費
に
よ
る
出
張
や
助
成
を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料
助
成

　

町
民
の
方
が
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万

円
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

入
会
手
続
き

①
希
望
者
方
本
人
が
﹁
あ
き
た
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
へ
入
会
申
込

②
町
が
入
会
登
録
料
を
支
払
う

　

有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら
３
年
間
。

役
場
で
の
手
続
き
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
―
０
４
１
３

　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
北
セ
ン
タ
ー
（
大
館
市
）　

☎
０
１
８
６
―
５
７
―
８
６
１
１

▼
中
央
セ
ン
タ
ー
（
秋
田
市
）

☎
０
１
８
―
８
７
４
―
９
４
７
１

※
完
全
予
約
制
で
す
。
各
セ
ン
タ
ー
へ

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆申請・問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85ー4817

広報 みたね
mitane town
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じ
ゅ
ん
さ
い
支
援
事
業

　

じ
ゅ
ん
さ
い
へ
の
新
規
参
入
を
応
援

し
ま
す
。

じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一

生
産
数
量
助
成
事
業

　

町
登
録
業
者
へ
の
じ
ゅ
ん
さ
い
出
荷

数
量
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

助
成
金
額

　
出
荷
数
量
×
30
円
／
㎏

じ
ゅ
ん
さ
い
圃
場
整
備
拡
大
事
業

　

じ
ゅ
ん
さ
い
圃
場
の
拡
大
や
再
生
な

ど
整
備
費
を
支
援
し
ま
す
。

助
成
金
額

　
整
備
費
の
３
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
上
限
１
０
０
万
円

農
業
研
修
者
受
入

支
援
事
業

　

町
内
に
在
住
す
る
農
業
者
及
び
新
規

就
農
者
等
が
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
的

と
し
た
研
修
を
希
望
す
る
場
合
に
、
研

修
先
の
技
術
提
供
農
業
者
に
対
し
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
金
額

①
じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
生
を
受
け

入
れ
た
農
家　
　
　
　
　
　

２
万
円

②
野
菜
等
で
受
け
入
れ
た
農
家

　
（
研
修
期
間
に
応
じ
て
交
付
）

　
　
　
　
　
　

２
万
円
×
２
～
４
か
月

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手

研
修
事
業

　

じ
ゅ
ん
さ
い
の
摘
み
手
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

研
修
奨
励
金

◦
町
登
録
の
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
で
研
修

す
る
方
（
町
外
の
方
も
対
象
）

◦
研
修
開
始
時
年
齢
が
70
歳
以
下
の
方

◦
５
月
か
ら
６
月
ま
で
に
研
修
を
開
始

し
、
20
日
以
上
か
つ
１
６
０
時
間
以

上
の
研
修
を
行
っ
た
方

　
研
修
奨
励
金　
６
万
２
５
０
０
円

（
１
回
限
り
）

就
農
奨
励
金

◦
研
修
奨
励
金
の
対
象
者
で
、
研
修
終

了
後
、
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
従
事

す
る
方

◦
月
20
日
以
上
、
収
穫
作
業
に
従
事
し

た
方
（
収
穫
以
外
の
作
業
期
間
は
除

く
）

　

就
農
奨
励
金

月
額
３
万
円（
最
長
３
か
月
）

　
最
大
で 

15
万
２
５
０
０
円 
の
支
給

申
込
方
法

　

農
林
課
に
「
認
印
と
年
齢
確
認
の
た

め
の
運
転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証
」
を

持
参
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

三
種
町
果
樹
産
地
強
化

支
援
事
業

　

果
樹
生
産
の
強
化
・
拡
大
を
図
る
た

め
、
果
樹
栽
培
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
に
果
樹
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
方
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

・
３
ａ
以
上
の
果
樹
の
栽
培
拡
大
、
改

植
及
び
新
植

・
１
ａ
以
上
の
小
果
樹
の
栽
培
拡
大
、

改
植
及
び
新
植

■
対
象
経
費

　
苗
代
、
土
壌
改
良
材
購
入
費
用
、
機

械
借
上
料
な
ど

※
補
植
や
資
材
の
み
の
申
請
は
補
助
対

象
外

助
成
金
額

　
経
費
の
１
／
２
（
上
限
25
万
円
）

申
込
方
法

　

申
し
込
み
期
限
８
月
15
日

　

農
林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
取
組
む
複
合

経
営
支
援
事
業

　

町
内
に
在
住
す
る
農
家
３
戸
以
上
で

構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
新
規
に
取
組

む
畑
作
物
等
を
出
荷
販
売
す
る
た
め
の

経
費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額　

　
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円

　
（
概
算
払
い
１
／
２
）

助
成
対
象

　

対
象
作
物
等
の
生
産
・
販
売
に
必
要

な
経
費
（
人
件
費
を
除
く
）

◦
今
ま
で
作
付
け
し
た
こ
と
が
無
い
畑

作
物

◦
出
荷
販
売
名
義
は
、
グ
ル
ー
プ
名
に

よ
り
販
売
す
る
こ
と

◦
事
業
実
施
後
３
年
間
は
対
象
作
物
の

経
営
を
維
持
し
、
出
荷
販
売
証
明
等

を
添
付
の
う
え
耕
作
状
況
を
報
告
す

る
こ
と

◦
他
の
事
業
と
の
重
複
交
付
は
し
な
い

申
込
方
法

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
無
代
か
き

栽
培
等
普
及
促
進
事
業

　

秋
田
県
で
は
八
郎
湖
の
水
質
保
全
を

図
る
た
め
に
、「
無
代
か
き
移
植
栽
培
」、

「
不
耕
起
移
植
栽
培
」、「
乾
田
直
播
栽

培
」に
取
り
組
む
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

○
支
援
の
対
象
者

・
八
郎
湖
流
域
内
で
水
稲
栽
培
を
行
っ

て
い
る
方

○
支
援
の
要
件

・
平
成
31
年
度
に
八
郎
湖
流
域
内
の
圃

場
で
、無
代
か
き
栽
培
等
を
行
う
場
合

・
申
請
す
る
圃
場
面
積
（
畦
畔
を
除
い

た
面
積
）が
１
ha
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
支
援
の
内
容

・
無
代
か
き
栽
培
等
を
行
っ
た
圃
場
面

積
10
ａ
あ
た
り
１
０
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
秋
田
県　
八
郎
湖
環
境
対
策
室

☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
１
６
３
１

◆申請・問い合わせ先　農林課　農政係　☎85ー4826

平成31年４月 16



区分 ①新規雇用奨励事業 ②店舗等新築・増改築事業 ③機械設備投資事業 ④新規進出・起業・
　異業種参入支援事業 ⑤工場誘致等奨励事業

支
援
内
容

　人材の確保を図る
ため新たに社員を雇
用した事業者に対し
て支援する。
※非正規雇用者を正

社員転換した場合
も含む。

　事業所の新築及び増改
築を行うことにより、売
上げの増加や作業が効率
化され、新たな雇用が見
込まれる事業者に対して
支援する。
※空き店舗等の活用を含む

　新規の設備投資や既存設備の
更新により、新たな雇用が見込
まれる事業者に対して支援す
る。

　町内に新たに進出する企業、町内
で新規に起業する者及び異業種部
門（日本標準産業分類の中分類で異
なる業種）へ参入し、新たな法人を
設立又は新たな事業を開始するこ
とにより雇用の拡大が見込まれる
既存事業者に対して支援する。

・町内に工場を新設し、又は増
設し、人材の確保を図るため
新たに社員を雇用した事業者
に対して支援する。

補　
助　
対　
象

　町内事業者が、当
該年度に町内に住所
を有する新卒者及び
離職者の正規社員を
雇用する場合は定年
に達する前５年以上
の者又は非正規社員
として、それぞれ１
年を超える雇用契約
をして採用した場合
に補助

　店舗・事務所・作業場・
外構等の事業の用に供す
る建物等の新築及び増改
築に要する経費

　機械設備の新設及び既存設備
と同等以上の設備投資に要する
経費

　町内に新たに事業所を開設する
ため又は異業種参入のために必要
な設備工事、機械器具、備品の購
入に要する経費

・三種町工場誘致等奨励条例第
４条各号のいずれかに該当す
る事業者が、町内に住所を有
する新卒者、転入者及び離職
者の正規社員、又は非正規社
員として雇用契約をして採用
した場合に補助

・上記事業者が、工場の新設又
は増設に伴い町内に2,000平
方メートルを超える用地を取
得する場合に補助

補
助
率
及
び
補
助
額

　正規社員の新卒者
及び転入者及び35
才未満の離職者１人
月額３万円、35歳
以上の離職者１人月
額２万円、非正規社
員１人月額１万円と
する。ただし、採用
月から１人12カ月
を限度とする。

※非正規社員分とし
て、補助された額
を控除する。

　新築及び空き店舗等活
用の場合は、対象事業費
の50％補助とし、１事業
者50万円を限度とする。
　既存の建物の増改築の
場合は、15％補助とし、
１事業者30万円を上限
とする。ただし、対象事
業費は50万円以上とす
る。町外からの集客を見
込める観光事業の場合
は、対象事業費の30％
補助とし、１事業所200
万円を限度とする。（千円
未満の端数が生じた場合
は、これを切り捨てる。）

　対象事業費の15％補助とし、
１事業者50万円を限度とする。
ただし、対象事業費は30万円
以上とする。工具器具等の場合、
単価10万円以上で事業費合計
が30万円以上のものとする。

（千円未満の端数が生じた場合
は、これを切り捨てる。）

　対象事業費の30％補助とし、
１事業者200万円を限度とする。
ただし、対象事業費は100万円以
上とする。機械器具、備品の場
合、単価３万円以上で事業費合計
が100万円以上のものとする（千
円未満の端数が生じた場合は、こ
れを切り捨てる。）

・正規社員の新卒者、転入者及
び35才未満の離職者１人年
額36万円、35歳以上の離職
者１人年額24万円、非正規
社員１人年額12万円とする。
ただし、採用月から１人３年
を限度とし支給する。

・用地取得費の１／３補助と
し、１事業者３千万円を限度
とする（用地取得費には、土
地造成に要する経費であって
町長が特に必要と認めたもの
を含む）。

そ　
の　
他　
要　
件

・社員採用時におい
て、過去６カ月間
に解雇を行ってい
ないこととする。

・正規社員は週40
時間、非正規社員
は週30時間以上
勤務を基本とする
が、これによりが
たい場合は、別途
協議する。

・雇用台帳・雇用保
険被保険者証の写
し

・観光事業の場合は、三
種町商工会へ事業計画
書を提出し、経営指導
を受け、審査会の承認
を受けたもの。

・改修に際しては、町内
業者を利用するものと
する。

・店舗や事業所等との併
用住宅の場合は、店舗
や事業所等の部分につ
いて対象とする。

　ただし、共用部分は事
業費を按分するものと
する。

・機械設備は町内から購入する
ものとする。ただし、これに
よりがたい場合は、理由を明
記する。

・重機又は大型車両に類するも
のについて社名・屋号を塗装
等により１文字あたり７cm
╳７cm以上の大きさで表示
するものとする。（マグネッ
ト不可）

・営業車両及び事務用機器は対
象外とする。

・機械設備が中古品の場合は、
別途協議する。

・リース契約等による分割支払い
の場合は、補助対象外とする。

・三種町商工会へ事業計画書を提
出し、経営指導を受け、審査会
の承認を受けたもの。

・町外から進出する場合は、本社
の納税証明書を添付

・既存の事業所内に新規事業所を
開設し、その区分を明確にでき
ない場合は、補助対象としない。

・税務署へ開業届（法人の場合
　は、法人設立届）をしている場

合は、届書の写しを添付（未届
の場合は開業から２か月以内に
提出するものとする）

・異業種参入の場合は、営業の種
類によって、各種届出、許認可
等の写しを添付

・正規社員は週40時間、非正
規社員は週30時間以上勤務
を基本とするが、これにより
がたい場合は、別途協議する。

・雇用台帳・雇用保険被保険者
証の写し

・当該土地の取得の日の翌日か
ら起算して１年以内に当該土
地を敷地とする工場等の建設
に着手したときに交付するも
のとする。

・農林漁業、医療業は補助対象外。
・②～⑤は、事業の実施前に申請すること。（補助金の交付決定日以前に契約、発注した事業は、対象外） ・②～③及び④の異業種参入については、三種町内で１年以上、事業を行っていること。
・税金等及び上下水道料並びに温泉使用料も完納していること。 ・各事業とも雇用計画書を添付し、確実に雇用が見込まれること。
・②～⑤の事業費には、消費税を含む。 ・補助額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てる。
・各メニューとも補助の限度額に関わらず、１事業者、年１回の申請となります。 ・本事業は予算がなくなり次第終了となります。

◆問い合わせ窓口　三 種 町 役 場　　商工観光交流課商工係　☎ 85－4830
　　　　　　　　　三種町商工会　　本所　　　　　　　　　☎ 83－3010
◆補助金申請窓口　三 種 町 役 場　　商工観光交流課商工係　

　三種町内に主たる事業所又は住所を有する事業者が行う、雇用創出事業並びに新規企業（事業所）等進出の経費に
対して補助をする制度です。　※緑字部分が今年度より改正されました。
　三種町内に主たる事業所又は住所を有する事業者が行う、雇用創出事業並びに新規企業（事業所）等進出の経費に

地域雇用創出推進事業平成31年度

事業内容

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
団
体
が
、

町
内
に
宿
泊
し
て
行
う
合
宿
等
の
宿

泊
料
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
事
業

⑴
町
内
で
開
催
す
る
合
宿
で
あ
る
こ

と
⑵
合
宿
等
参
加
者
数
及
び
宿
泊
者
が

５
名
以
上
で
あ
る
こ
と

⑶
町
内
の
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と

※
申
事
業
費
に
ほ
か
の
町
費
が
含
ま

れ
る
事
業
は
対
象
外

助
成
金
額

　
２
泊
ま
で　
２
０
０
０
円
╳
延
べ

宿
泊
者
数（
宿
泊
者
数
╳
宿
泊
日
数
）

　
３
泊
以
上　
２
０
０
０
円
╳
延
べ

宿
泊
者
数（
宿
泊
者
数
╳
宿
泊
日
数
）

　

※
60
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◦
留
意
事
項

　

保
護
者
（
付
添
人
）
は
対
象
外

申
請
方
法

　

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）
に
次
の

書
類
を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
予
算
書

（
様
式
第
２
号
）

⑵
大
会
要
項
等
と
宿
泊
者
名
簿

（
任
意
様
式
）

※
申
請
書
は
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
８
７
ー
２
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
等

誘
致
推
進
事
業

広報 みたね
mitane town
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秋
田
県
の
助
成
事
業

﹁
あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い

推
進
事
業
﹂の
お
知
ら
せ

　

仕
事
や
就
職
に
役
立
つ
資
格
ま
た
は
免

許
を
取
得
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

■
対
象
資
格　

　
国
家
資
格
・
国
家
検
定
等　

※
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車

免
許
、
大
型
自
動
二
輪
免
許
及
び
原
動

機
付
自
動
車
免
許
は
除
く

■
対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方

（
公
務
員
を
除
く
）
で
、
次
の
⑴
～
⑶
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
、
⑷
に

該
当
し
、
従
業
員
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
負
担
し
た
町
内
事
業
所

⑴
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
た
求
職
者

⑵
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
就
労
者

⑶
学
生
（
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等
学

校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
）

⑷
町
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
も
し
く
は
支

店
を
有
し
て
い
る
事
業
所
（
町
外
か
ら

勤
務
し
て
い
る
方
も
可
）

※
⑴
～
⑶
に
つ
い
て
は
、未
成
年
者
の
場
合

は
保
護
者
が
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

■
対
象
経
費　

　

資
格
取
得
の
要
件
と
な
る
講
習
等
の
受

講
料
（
教
材
費
含
む
）、
受
験
料
、
資
格

等
の
登
録
料

※
結
果
的
に
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

場
合
も
対
象
と
す
る
。

※
学
習
の
た
め
の
通
信
教
育
や
参
考
書
の

購
入
に
伴
う
費
用
、
旅
費
等
は
除
く
。

■
助
成
金
額　

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
　
　
　
　
　
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　
１
人
ま
た
は
１
事
業
所
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法　

　

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、商
工
観

光
交
流
課
商
工
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
商
工
観
光

交
流
課
、
各
総
合
支
所
窓
口
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

⑴
運
転
免
許
証
等
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
が
で
き
る
も
の
の
写
し

⑵
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た
経
費
を
明
ら

か
に
す
る
書
類

⑶
資
格
等
を
取
得
し
た
こ
と
が
証
明
で
き

る
書
類
の
写
し

⑷
完
納
証
明
書
（
未
成
年
者
の
場
合
は
保

護
者
の
完
納
証
明
書
）

⑸
就
労
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
所
で
働
い

て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の

⑹
求
職
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
カ
ー
ド
の
写
し

⑺
学
生
に
あ
っ
て
は
、
学
生
証
の
写
し

⑻
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
就

労
者
が
当
該
事
業
所
で
働
い
て
い
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
も
の

■
申
請
期
限　

　

資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内

※
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
商
工
観
光
交
流
課　
商
工
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
０

■
対
象
者
お
よ
び
対
象
住
宅 

○
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
居
部

分
が
１
／
２
以
上
）
と
同
一
敷
地
内
の

住
宅
用
車
庫
、 

物
置
等

〇
過
去
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
受
給
者

は
、
補
助
を
受
け
た
年
度
か
ら
3
か
年

度
経
過
し
て
い
れ
ば
、
1
回
に
限
り
再

申
請
可
能

■
対
象
工
事
条
件 

○
町
内
事
業
が
工
事
を
行
う
こ
と

○
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

〇
工
事
費
用
が
20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

○
交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
３
月
20
日
ま

で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事

■
助
成
対
象
工
事

○
増
築
工
事
（
た
だ
し
、
増
築
面
積
が
既

存
住
宅
の
床
面
積
を
超
え
な
い
範
囲
）

○
改
築
工
事
、
修
繕
工
事
、
補
強
工
事
、

下
水
道
関
連
工
事
、
断
熱
改
修
工
事
、

気
密
改
修
工
事
、
遮
音
工
事

※
た
だ
し
、
土
地
の
購
入
や
造
成
、
機
械
、

工
具
等
の
購
入
、
外
構
工
事
、
新
築
工

事
等
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
費
用
の
10
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
限
度
額
15
万
円
）

■
建
設
課
管
理
係
で
受
付
中
で
す
。
そ
の

他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
建
設
課　
建
設
課
管
理
係　

　
☎
８
５
ー
４
８
２
０

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
ご
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
次
の
地
域
で
実
施
予
定

で
す
の
で
、
参
加
希
望
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
実
施
地
域

　

ア
ッ
ツ
島
、モ
ン
ゴ
ル
、旧
ソ
連
、中
国
、

硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

　
監
査
・
援
護
班

☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
１
３
１
８

　

秋
田
県
で
は
、
住
宅
を
建
設
又
は
リ

フ
ォ
ー
ム
等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
次
の

事
業
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

※
補
助
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
山
本
地
域
振
興
局　
建
築
課

　
☎
５
２
ー
６
１
０
３

三
種
町
資
格
取
得
支
援
事
業

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

平
成
31
年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

平成31年４月 18
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入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い
て
収

入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る

こ
と

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持
ち

家
等
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
の
地
域
生
活
係
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
建

設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
１
日 

か
ら

４
月
15
日 

ま
で

・
期
限
厳
守

・
申
込
締
切
日
時
点
で
、
書
類
の
そ
ろ
っ

て
い
な
い
方
は
失
格
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
（
土・日・祝
日
は
除
く
）

抽
選
予
定
日　
５
月
10
日

入
居
予
定
日　
５
月
24
日

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の
度

合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

萱刈沢住宅

八竜大口住宅

新八竜住宅

千刈田住宅

八竜東住宅

東二本柳住宅

◆問い合わせ先　建設課　管理係　☎85－4820

⃝山本公民館・山本総合支所　建築本体工事
　成田・大信太特定建設工事共同企業体

　486,000,000円　３/19～1/31

⃝山本公民館・山本総合支所　機械設備工事
　（株）鹿渡工業　本店

76,572,000円　３/19～1/31

⃝山本公民館・山本総合支所　電気設備工事
　（有）石井電気工事　山本支店

　84,996,000円　３/16～1/31

町の工事契約状況
（工事名および契約額、工期）

住　宅　名 所　在　地 構造及び間取り
（住戸専用面積）

募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層含む）敷金

八
竜
地
域

萱刈沢住宅 鵜川字帆出
山の上16

木造平屋建て３K
（62.70㎡）

１戸
（S59）

11,800円～
23,200円

家
賃
の
３
か
月
分

新八竜住宅 浜田字
大平10

木造２階建て３LDK
（74.50～77.80㎡）

５戸
（H２～H５）

13,700円～
29,000円

八竜東住宅 鵜川字東本田
41番１号

木造２階建て３LDK
（78.60～79.90㎡）

４戸
（H６～H９）

16,200円～
33,300円

八竜大口住宅 大口字大開
33番１号

木造２階建て３LDK
（79.40㎡）

１戸
（H13）

16,900円～
33,100円

琴
丘
地
域

千刈田住宅 鹿渡字
千刈田310

木造平屋建て２LDK
（57.96㎡）

３戸
（H30）

18,900円～
37,100円

東二本柳住宅 鹿渡字東二本柳
45番12号

木造平屋建て３K
（58.20㎡）

１戸
（S57）

11,600円～
22,700円

広報 みたね
mitane town
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平成31年度 三種町農作業 賃金及び料金表（参考） 平成30年（1～12月）田の賃料別賃貸借面積の状況
作　業　種　類 単　位 金　額

労　
賃

一般農作業 １日 6,200円
オペレーター １日 10,000円
※１日８時間労働。休息１日２回、１回 15分。賄いなし。

機　
械　
作　
業　
等

畑耕起 10a 4,500円

水田耕起
整 理 田 10a 5,000円
未整理田 10a 5,500円

代かき
整 理 田 10a 5,000円
未整理田 10a 5,500円

田植え
整 理 田 10a 4,500円
未整理田 10a 5,000円

田植え側条（加算分） 10a 700円
苗運び 10a 1,500円
育　苗 １箱 640円
肥料散布（20kg） １袋 120円
薬剤散布 10a 1,000円
畦塗り １ｍ 30円
溝きり １ｍ 10円
バインダー
（紐込み）

整 理 田 10a 6,500円
未整理田 10a 7,200円

ハーベスター
整 理 田 10a 6,000円
未整理田 10a 6,500円

コンバイン
整 理 田 10a 14,000円
未整理田 10a 15,000円

生籾運搬
バ　　ラ 10a 1,100円
袋 詰 め 10a 2,100円

籾乾燥
生 30kg 520円

半 乾 燥 30kg 360円
籾摺り調整 30kg 250円

◆問い合わせ先　農業委員会　☎85－4832

保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。

詳しくはお問い合わせください。

広告

10a当たり賃料 八竜地区 山本地区 琴丘地区 三種町合計

0.4万円未満 15,958㎡ 12,087㎡ 28,045㎡

0.4～0.6千円 4,796㎡ 202,480㎡ 5,563㎡ 212,839㎡

0.6～0.8万円 31,793㎡ 31,793㎡

0.8～１万円 12,033㎡ 41,006㎡ 53,039㎡

１万～1.2万円 12,526㎡ 175,358㎡ 90,056㎡ 277,940㎡

1.2～1.4万円 296,482㎡ 144,555㎡ 57,733㎡ 498,770㎡

1.4～1.6万円 156,975㎡ 100,090㎡ 120,086㎡ 377,151㎡

1.6～1.8万円 50,834㎡ 11,325㎡ 477,423㎡ 539,582㎡

1.8～２万円 12,821㎡ 12,821㎡

２～2.2万円 83,714㎡ 83,714㎡

2.2万円以上 25,762㎡ 5,393㎡ 31,155㎡

賃貸借面積計 618,148㎡ 687,561㎡ 841,140㎡ 2,146,849㎡

集計筆数 466筆 479筆 436筆 1,381筆

一筆平均面積 1,326㎡ 1,435㎡ 1,929㎡ 1,555㎡

賃料合計 9,106,283円 6,989,929円 12,271,398円 28,367,610円

10a当たり平均賃料 14,732円 10,166円 14,589円 13,214円

※料金には消費税を含めています。
※ この表は作業料金等の支払の「参考」として定めた
ものです。実際に支払う作業料金等は、ほ場条件や
作業の難易度などを勘案して、当事者間で話し合い、
決めて下さい。

平成31年度 

三種町農作業参考賃金・農地賃借料情報を
お知らせします

平成31年４月 20



　

4
月
か
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
町
内
に
あ
る
民
有
人
工

林
に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
自
ら
が
適

切
な
森
林
の
経
営
管
理
を
実
行
し
て
い

な
い
、
又
は
で
き
な
い
場
合
、
町
に
管

理
を
委
託
し
た
の
ち
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
な
が
ら
経
営
管
理
を
行
う
も

の
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
農
林
課
林

務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
課　
林
務
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
７

　

代
か
き
か
ら
田
植
え
期
に
排
出
さ
れ

る
「
濁
水
」
は
、
八
郎
湖
や
河
川
下
流

の
水
質
が
悪
化
す
る
一
因
と
な
る
こ
と

か
ら
、
秋
田
県
で
は
、
水
田
か
ら
の
排

水
の
削
減
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

畦
畔
の
補
修
、
浅
水
で
の
代
か
き
を

行
い
、
代
か
き
か
ら
田
植
え
ま
で
は
、

で
き
る
だ
け
散
水
で
管
理
し
て
、
落
水

の
水
量
を
極
力
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県　
八
郎
湖
環
境
対
策
室

　
☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
１
６
３
１

　

秋
田
県
で
は
４
月
20
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
を
「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
期

間
」
と
定
め
、
安
全
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
！

【
重
点
推
進
事
項
】

◦�

ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全

フ
レ
ー
ム
を
装
備
し
、
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◦�

作
業
前
後
は
機
械
や
安
全
装
備
の
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う

◦
朝
夕
、
公
道
を
走
行
す
る
際
は
、
反

射
材
な
ど
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

◦
点
検
・
調
整
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
ま
し
ょ
う

◦�

作
業
は
計
画
的
に
行
い
、
長
時
間
や

夜
間
の
作
業
は
避
け
ま
し
ょ
う

◦
軽
ト
ラ
ッ
ク
運
転
時
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
、
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ

う
◦
機
械
を
扱
う
際
は
巻
き
込
ま
れ
に
く

い
服
装
で
作
業
し
ま
し
ょ
う

◦�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
機
械
の
安
全
カ
バ
ー

な
ど
で
防
護
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

◦
ト
ラ
ク
タ
ー
で
後
退
す
る
際
に
後
方

確
認
を
徹
底
し
「
巻
き
込
ま
な
い
」

「
巻
き
込
ま
れ
な
い
」
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
農
林
課　
農
政
係　

　
☎
８
５
ー
４
８
２
６

２
０
１
９
年
春
の

農
作
業
安
全
運
動

森
林
経
営
管
理
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

水
田
か
ら
の
濁
水
流
出

防
止
に
つ
い
て

　空気が乾燥している日や風の強い日に火災が発生す
ると、あっという間に燃え広がることが多く、着衣に
火が燃え移ったり、逃げ場を失ったりしてとても危険
です。
　特に、雪がとけ、枯れ草等燃えやすいものが多く残っ
ている今の時期は、林野火災が多く発生します。
　発生原因は、ゴミ焼きや枯れ草焼き等の焼却による
火の不始末がほとんどです。

火災の多くは、私たち一人一人が気をつ
ければ防ぐことができる災害です。
林野火災防止のために、皆様のご協力を
お願いします。

◆問い合わせ先　三種消防署　☎85－3100

広告

林野火災の予防について三種消防署から
お知らせ

広報 みたね
mitane town
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保健センター
☎83－5555

４月１日から下記の予防接種費用を助成します

・抗体検査及び予防接種を希望される方は、事前に申
請書の提出が必要です。
・申請手続きについては、保健センターまでお問い合
わせください。

❶ ロタウイルス（任意予防接種）

【協力医療機関】
・接種を希望する医療機関に確認するか、保健
センターまでお問い合わせください。

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の

補
正
具
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
が
ん
治
療
に

伴
い
補
正
具
を
必
要
と
す
る
が
ん
患
者

又
は
、
が
ん
患
者
と
同
居
の
親
族

■
補
助
内
容

　

補
正
具
の
購
入
費
に
対
し
、左
記
の

表
に
あ
る
上
限
額
ま
で
補
助
し
ま
す
。

補
正
具
１
種
類
に
つ
き
、１
年
度
当
た

り
１
回
ま
で
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
申
請
に
つ
い
て

　

補
正
具
を
購
入
し
た
日
の
属
す
る
年

度
の
３
月
31
日
ま
で
に
下
記
の
書
類
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

※購入にかかる送料・手数料等は対象
外です。

※秋田県の助成を受けている場合は、
購入に要した費用から県の助成額を
控除した額を助成対象額とします。

※
補
正
具
購
入
支
払
方
法
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
の
方
は
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
補
助
決
定
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

補正具 上限額
乳房（右側） 20,000円

乳房（左側） 20,000円

頭髪（かつら） 30,000円

県の助成を受けていない場合 県の助成を受けている場合

三種町がん患者医療用補正具購入費補助金交付申請書（様式第１号）

請　求　書

がん治療受診証明書（様式第２号）
又は治療方針計画書等

県へ提出した書類の写し
（がん治療の証明書・領収書)

補正具の購入にかかる領収書の写し
※購入者と購入物品（品名、型番
等）が確認できるもの

県事業の承認決定通知書の写し

ロタウイルス 助成対象年齢
１価 生後６週～生後24週まで
５価 生後６週～生後32週まで
助成回数 助成金額
２回 接種１回につき半額助成

（上限7,000円）３回

❷ 風しん（抗体検査・予防接種）

風 し ん
抗体検査
風しんへの抵
抗力を確認す
る検査です。

助成対象 助成回数 助成金額
・妊娠を希望する女性
・妊娠を希望する女性の夫
　（事実婚を含む）
・妊婦の配偶者及び同居家族
※国及び県の助成の対象に
なる方は除きます。

1回 全額

風 し ん
予防接種

助成対象 助成回数 助成金額
・抗体検査の結果、抗体価
が低いと判明した方
・他の公的事業による風しん
抗体検査を受けた結果、抗
体価が低いと判明した方

1回 全額

※風しんへの抵抗力がないこと（抗体価が
低い）が分かった場合

●接種当日は母子健康手帳を持参しましょう。
●医療機関へ事前に申し込みをし、医療機関か
ら渡される予診票に記入して受診します。
●接種料金から町の助成額を差し引いた額を医
療機関窓口で支払いしてください。
●協力医療機関以外で接種した場合は、医療機
関の窓口で全額自己負担で支払い後、保健セン
ターで償還払いの手続きをしてください。

接　種　方　法

予防接種費用を助成します

申請手続きについて

平成31年４月 22



こころ通信

こころちゃん

鵜
川
地
区
で

　
出
前
交
流
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
し
た

心
と
命
を
考
え
る
八
竜
ど
う
も
の
会

　

毎
月
八
竜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
「
縁
側

で
日
な
た
ぼ
っ
こ
」
を
開
催
し
て
い
る
八
竜
ど
う
も
の
会
（
清
水
愛
子
代
表
）

が
、
３
月
７
日　

鵜
川
地
区
公
民
館
で
出
前
交
流
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

清水代表と会員の皆さん

自治会長　佐々木さんが歓迎のあいさつ 社会福祉協議会職員によるレクリエーション

健康相談　あんま師による肩もみ みんなでおしゃべり

◆申し込み・問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

　八竜どうもの会、チーム山本、コーヒーサロンじょもんの皆さ
んが、今年度もまた各会場でコーヒーサロンを開催します。（健
康相談・あんま師による肩もみも同時開催）お気軽にお立ち寄り
ください。

団体名 開催日 時間 場所 備考

八竜どうもの会 毎月第４
木 曜 日 13：30～15：30 八竜改善

センター

チーム山本

毎月８日 ９：30～11：30 山本公民館
土日・祝日の
場合は18日

（８月は休み）
毎月第３
火 曜 日 13：30～15：30 金陵の館 土日・祝日の

場合は翌平日
（８月は休み）毎月第４

月 曜 日 13：30～15：30 すいらんの館

コーヒーサロン
 じょもん 毎月５日 ９：30～11：30 じょもん

（琴丘）
土日・祝日の
場合は翌平日

今年度もウオーキング
万歩計を貸出します

　保健センターでは、健康増進を目的と
する町民の皆さんに「万歩計」を貸出し
ます。これからのウオーキングの季節に
ご活用ください。
対　　象

　年齢は問いません。
貸与基準

　簡単な聞き取りを
　します。
貸与場所

　保健センター
貸与期間

　４月～翌年３月

コーヒーサロンのご案内平成31年度

広報 みたね
mitane town
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

◆
転
倒
予
防
教
室

　
い
き
い
き
元
気
塾

●「いきいき元気塾」日程
地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 琴丘地域Ｂ 山本地域

会場 八竜改善
センター パレス琴丘 パレス琴丘 山本公民館

月日 ４月2日 ４月9日 ４月10日 ４月16日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　
わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予

防
し
、運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、

向
上
を
は
か
り
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性

化
し
、認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

●琴丘地域を利用される方へ
　琴丘地域会場は２回（パレス琴丘）ありますが、初めて利用
される方は、原則として琴丘地域Ｂを利用していただきます。
●参加費　1,100円
　　　　　尿もれ予防体操用ボール代（お持ちでない方）

会　場 月　日
山本公民館 ４月18日

じょもん（琴丘） ４月24日

「脳力アップ教室」日程

《今年度の実施予定》
山 本 公 民 館：４～７月・12～３月
じょもん（琴丘）：４～９月
すいらんの館：８～11月
浜 口 公 民 館：10～３月

●
転
倒
予
防
教
室
・
認
知
症
予
防

教
室　
共
通
事
項

対　
　
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上

持
ち
物　
内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

申
し
込
み　
随
時

　
※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

時　
　
間　
10
時
～
11
時
30
分

認知症サポーター養成講座
　　　　認知症について知りましょう

　「キャラバン・メイト」と呼ばれる講
師が、認知症の人との具体的な接し方や
基礎知識などについて説明します。
　認知症を正しく理解し、認知症の人や
その家族を温かく見守り応援する認知症
サポーターをふやすことで、「認知症に
なっても安心して暮らせる三種町（ま
ち）」を地域住民の手でつくっていくこ
とを目的としています。
※概ね５人以上のグループにキャラバ

ン・メイトを派遣しますので、包括支
援センターまでお申し込みください。

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
地
域
で
高
齢
者
の
通
い
の
場

（
サ
ロ
ン
等
）
を
開
催
す
る
住

民
主
体
の
活
動
費
を
補
助
し
ま

す
！

　

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
元

気
に
暮
ら
す
た
め
に
、
要
介
護

状
態
の
予
防
並
び
に
地
域
の
支

え
合
い
体
制
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
う
事
業
で
す
。

　

現
在
、
自
主
的
に
地
区
の
集

会
所
等
で
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン

等
）
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
こ

れ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
た
い
と

考
え
て
い
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
　
象

　
地
区
の
集
会
所
等
で
月
に
１

回
以
上
、
概
ね
５
人
以
上
の
高

齢
者
が
参
加
す
る
通
い
の
場

（
サ
ロ
ン
等
）
を
実
施
す
る
町

民
で
構
成
す
る
団
体

補
助
内
容

　
通
い
の
場
（
サ
ロ
ン
等
）
の

運
営
や
開
設
準
備
に
か
か
る
費

用申
請
期
限　
４
月
15
日

　
申
請
書
の
作
成
な
ど
は
、
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

おれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために

●と　き　４月11日　13：30～15：00
●ところ　じょもん（琴丘）
●参加費　無料（出入り自由）

『もの忘れ相談プログラム』体験してみませんか!!
認知症早期発見のために開発されたプログラムです。

タッチパネル式の簡単な操作でできます。
この機会に体験してみませんか？

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支
えたい方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り
合う場です。どなたでもご参加いただけます。

今
月
の
予
定

平成31年４月 24



春
の
訪
れ
を
感
じ
て

地域おこし協力隊員
鎌田　真広

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
記
事
を
書

い
て
い
る
時
点
で
3
月
で
す
が
少
し
ず
つ
春

の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
普
段
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
て
ら
生

き
物
や
自
然
の
観
察
も
し
て
い
る
の
で

す
が
、
先
日
田
ん
ぼ
で
見
慣
れ
な
い
鳥

を
見
つ
け
ま
し
た

　

お
そ
ら
く
〝
タ
ゲ
リ
〞
と
思
わ
れ
ま

す
（
写
真
参
照
）。
調
べ
た
所
、
こ
の

鳥
も
冬
鳥
ら
し
い
の
で
寒
い
時
季
し
か

見
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
と
い
っ
て
も

渡
り
鳥
と
し
て
お
な
じ
み
？
の
マ
ガ
ン

や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
暖
か
く
な
る
に
つ
れ

て
鳥
た
ち
も
せ
わ
し
な
く
移
動
を
続
け

て
い
る
よ
う
で
す
。〝
顔
ぶ
れ
〞
が
変

わ
っ
て
い
く
の
は
面
白
い
で
す
よ
ね
。

　

ま
た
別
の
日
の
話
で
す
が
冬
期
間
利

用
で
き
な
か
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
訪
れ
た
際
、〝
ふ
き
の
と
う
〞
を

見
つ
け
ま
し
た
（
秋
田
で
は
〝
バ
ッ

ケ
〞
で
お
な
じ
み
で
す
ね
）。
ま
だ
残

雪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
解
け
と
と
も

に
真
っ
先
に
顔
を
出
し
て
く
れ
た
山
菜

に
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が

出
る
頃
に
は
ほ
か
の
山
菜
も
出
始
め
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
春
に
な
る
と

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
仲
間
の
皆
さ
ん
が
〝
山

菜
ト
ー
ク
〞
で
盛
り
上
が
る
の
で
私
も

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
（
笑
）。

　

三
種
に
来
て
か
ら
自
然
に
「
季
節
の

変
化
」
や
「
色
々
な
出
会
い
」
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。以
前
は「
よ

う
や
く
寒
い
冬
が
終
わ
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
か
、「
今
年
の
夏
は
猛
暑
か
、

や
だ
な
ぁ
」
ぐ
ら
い
に
し
か
感
じ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
今
で
は
人
だ
け

で
な
く
生
き
物
一
種
の
出
会
い
で
あ
っ

て
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
う
れ
し
い

で
す
。

…
と
こ
ろ
で
、
前
回
の
私
の
記
事
で
次

回
に
ク
ア
オ
ル
ト
の
今
後
の
具
体
的
な

話
を
す
る
予
告
を
し
て
い
た
は
ず
な
ん

で
す
が
、
ま
た
し
て
も
紙
面
ス
ペ
ー
ス

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
折
を
見
て
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小
学
生
向
け
学
習
支
援
事
業
の
ご
紹
介

　

三
種
町
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
小
学
生
向
け
の

学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

31
年
度
の
事
業
内
容
と
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
を
視
野
に
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

問
題
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
・
計
算
・
言
葉
の
パ
ズ
ル
、
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
、
英
単
語
の
体
感
ゲ
ー
ム

な
ど
で
各
教
科
に
触
れ
、
色
々
な
視
点

か
ら
物
事
を
考
え
る
頭
を
鍛
え
ま
す
。

　

三
種
町
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
知
り
ま
す
。

学
校
で
の
授
業
と
も
リ
ン
ク
で
き
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。

・
学
習
の
楽
し
さ
に
気
づ
く

・
粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
を
身
に

つ
け
る

・
学
習
の
場
の
提
供
と
学
年
の
枠
を

超
え
た
交
流
と
協
力

目
的
・
テ
ー
マ

学
習
内
容

本
事
業
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

　

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
考
え
て
も
ら

う
こ
と
と
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢

を
育
む
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
30
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
が

知
ら
な
か
っ
た
り
、
意
味
を
と
ら
え
ち

が
え
た
り
す
る
「
言
葉
」
を
楽
し
く
習

得
す
る
問
題
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
の
知
識
が
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
わ
か
っ
た
!!
」「
お
も
し

ろ
い
!!
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
種
町

自主・プリント学習 英語輪投げゲーム

ぬり絵

ハロウィンゲーム

▲タゲリ（推定）

◀ふきのとう（バッケ）

パズルゲーム

広報 みたね
mitane town
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定員 申込期間
４月16日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 10名 ４月５日～４月12日
４月22日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室 10名 ４月12日～４月18日

４月・５月 の運動室教室スケジュール

５月13日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 10名 ４月25日～５月９日
５月29日 13：30～14：30 ステップエクササイズ教室 10名 ５月17日～５月27日

早朝ウオーキングのお知らせ

　今年度も年間を通してクアオルト運動教室を開催します。体づくりや健康づくりとして、ぜひご参加ください。
　今年から、町内の方も入館料（400円）が個人負担となります。ゆめろんフロントで参加教室名とお名前を
お伝えのうえ、入館料のお支払いをお願いします。なお、申し込みは受付開始日から先着順になりますので、ご
理解のほどよろしくお願いいたします。（一人、月１回までの回数制限があります。）
　参加申込みをした方は、お忘れなく教室へご参加をお願いします。申込み後、ご都合が
つかなくなった方は、企画政策課クアオルト推進室まで必ずご連絡をお願いします。
　変更点①　（変更前）町内の方が、浴室教室または運動教室への参加は無料　　　　　　（変更後）町内の方も、ゆめろんへの入館料（400円）支払いが必要

　クアオルト研究会が設置したコースで健康づくりとしての早朝クアオルト健康ウオーキングが
行われていますが、４月から実施日時が変更になりましたので、お知らせします。

コース名 実施日時 スタート地点
1 琴丘クアの古道コース 毎日 午前６時30分 ことおか中央公園駐車場
2 惣三郎沼公園コース 毎週　月～金 午前６時30分 森岳温泉ゆうぱる玄関前
3 森岳温泉かっぱの足湯コース 毎週　土日 午前６時30分 森岳温泉ゆうぱる玄関前
4 ゆめろん北ダイエットコース 毎週　火・木と９のつく日 午前６時30分 砂丘温泉ゆめろん玄関前
5 上岩川里山コース 毎月　第１日曜日 午前８時 上岩川ふるさと交流館前

【日　　時】 ４月21日（日）
　　　　　 午前９時スタート
【集合場所】 石倉山公園管理棟前
【コ ー ス】 森岳温泉石倉山コース

日中ウオーキングの
お知らせ

※水筒や汗拭きタオルなど持参してください。
　（雨天時は雨具も必要です。）

定員 申込期間
４月18日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10名 ４月８日～４月16日
４月25日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ４月15日～４月23日

４月・５月 の浴室教室スケジュール

５月９日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10名 ４月25日～５月７日
５月23日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ５月13日～５月21日

クアオルト運動教室　参加者募集! ! 新規参加者大歓迎

※足湯ご利用
の方は、タオ
ルを持参し
てください。

●取扱い場所：企画政策課クアオルト推進室、琴丘または山本の各総合支所地域生活
係、森岳温泉ゆうぱる、砂丘温泉ゆめろんでお渡しします。

　　　　　　　（ポイント対象団体は、新たに申請・承認後、カードをお渡しします。）
●有 効 期 限：2020年３月31日まで
●交換ポイント数：20ポイント単位で共通入浴券と交換
変更点　（変更前）10ポイント単位で入浴券１枚と交換　　　　　（変更後）20ポイント単位で入浴券１枚と交換

●利用できる施設：森山館・森岳温泉ホテル・森岳温泉ゆうぱる・砂丘温泉ゆめろん
●有 効 期 限：2020年３月31日まで

三種町クアオルトポイントカード・入浴券について
三種町クアオルトポイントカードについて

共通入浴券について

４月１日から新しいカードになります。

４月１日から新しい入浴券になります。

●取扱い場所：

　　　　　　　（ポイント対象団体は、新たに申請・承認後、カードをお渡しします。）

三種町クアオルトポイントカード・入浴券について
三種町クアオルトポイントカードについて

クアオルト
コーナー

●入浴券と交換：スタンプ面を交換窓口へ提出して
　　　　　　　　ください。
●カードを紛失された場合、それまでのポイントは
　無効となります。
●20ポイント単位でも交換できます。
●交換窓口：
　　　　三種町役場 企画政策課 クアオルト係
　　　　（お問合せ先）ＴＥＬ 0185ー85ー4822
　　　　　　　　　　　  琴丘総合支所 地域生活係
　　　　　　　　　　　  山本総合支所 地域生活係

三種町クアオルト ポイントカード会員

住　　所

な ま え
生年月日

町町町町町町

〈無料入浴券〉期間／2020年3月31日まで
三種町

入浴券共通
森山館 森岳温泉ホ

テル
ゆうぱる ゆめろん

の体組成計測定日のお知らせ４月

日時：４月18日（木）　10：00～11：30
場所：ゆめろん２階　クアオルト運動室
◦毎月第３木曜日に開催しています。
◦申込みは不要ですが、入館料が必要です。
◦ペースメーカーを使用されている方はご利用できません。
◦裸足で測定します。（ストッキングやタイツ不可）

平成31年４月 26



◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

運動モニターの紹介
　平成30年６月から11月までの６か月間に行ったクアオルト運動
モニターで、基礎体力づくりとクアオルト健康ウオーキングの身体
機能についての測定結果を紹介します。

★講師からの講評（株式会社ピーベリー　児玉美幸先生・加藤光葉先生）
　筋力トレーニングやフットケアにより、足指の可動性が高まり、歩行時の蹴りだす力が向上し、安定した歩行が
できるようになっていると推測できる。また、土や芝などのウォーキングコースを歩いたことで、足裏部へ適切な
刺激が加えられ足圧分布の改善にもつながったと考える。
　筋力トレーニングだけでなく、楽しみながら、実践的なウォーキングを実施することが歩行機能の維持・向上に
有効であると考える。

◦転倒リスクのある方、過去に転倒経験が
あり改善を考えている方
◦普段運動習慣のない方で、特に家に閉じ
こもりがちな方

対象者▶女性12名、平均年齢▶69.83歳

●基礎体力づくり
６月～８月までの前半、クアオルト運
動室で基礎体力づくりのためフットケ
アと筋力トレーニング

●クアオルト健康ウオーキング
９月～11月までの後半、
町内にあるクアオルト認
定３コースでクアオルト
健康ウオーキング

教室の内容

計 測 内 容

H30年度

①足指力
膝の下の筋力、歩いている時の地面を蹴る力やバラ
ンス能力の発揮に影響する。

平均値結果
足指力右は、1.20倍の向上。足指力左は、1.21倍
の向上。ほぼ全ての対象者が向上する結果でした。

③足圧分布
足裏がどのように地面に接地しているか

平均値結果
ハイアーチ、扁平足、足
指の接地状況、前足部・
中足部・外側小指荷重に
ついて分類を行った結
果、運動によりすべての
対象者が何らかの改善に
分類できた。

②膝間力
腰まわりの筋力、階段の昇り降り、日常生活からスポー
ツを行うときまで身体全体を支えてくれる筋力。

平均値結果
股関節内転筋力は、1.15倍の向上。股関節外転筋力は、
1.03倍の向上。ほぼ全ての対象者が向上する結果でした。

④参加者からの感想
・習慣づくことの大切さを学びました。
・自己流ではなく、指導のもとに安心して運
動することが心身ともに有意
義だと感じました。
・（今後も）ウォーキングを楽
しみたいと思います。

【結果】
前半の基礎体力づくりで、筋力の向上
や足圧分布が理想的な足型へ改善され
たことにより、後半のクアオルト健康
ウオーキングでは楽しく参加すること
ができたのではないかと考えられる。

　理想的な足型
・足指がきちんと写っていること
・土踏まずの部分（足のアーチ）が崩れていないこと（偏平足）
・中足部分の分布図が切れていないこと（ハイアーチ）
・かかとが丸くどっしりと写っていること、ギザギザしていないこと

足指の接地状況が改善された一例

（５月８日計測時） （11月20日計測時）

広報 みたね
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3
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
そ

ら
豆
部
会
（
伊
藤
ユ
ウ
子
会
長
）
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
豆
板
醤
づ
く
り
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
転
作
作
物
と
し
て
栽

培
が
始
ま
っ
た
そ
ら
豆
で
、
農
閑
期
に

で
き
る
商
品
を
作
り
た
い
と
試
行
錯
誤

し
、平
成
13
年
に
「
ま
ご
こ
ろ
豆
板
醤
」

と
し
て
販
売
開
始
。
現
在
は
首
都
圏
の

有
名
料
理
店
な
ど
で
も
料
理
に
使
わ
れ

る
ほ
ど
の
人
気
だ
そ
う
で
す
。

　

豆
板
醤
づ
く
り
は
、
ほ
と
ん
ど
が
手

作
業
で
と
て
も
大
変

で
す
が
、「
無
添
加
・

秋
田
県
産
に
こ
だ

わ
っ
た
本
物
の
味
を

届
け
た
い
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン

タ
ー
で「
お
味
噌
を
使
っ
た
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
み
そ
ソ

ム
リ
エ
で
あ
る
小
山
明
子
さ
ん（
大
館
）

を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

　

栄
養
が
豊
富
な
味
噌
を
使
っ
て
、
パ

ン
と
ご
飯
に
合
う
、
和
洋
２
種
類
の
お

味
噌
汁
を
作
り
ま
し
た
。
特
に
、
牛
乳

ベ
ー
ス
の
洋
風
の
お
味
噌
汁
は
目
新
し

く
、
参
加
者
は
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
森
岳
保
育
園
で
、
山
本

地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
（
北
林
テ
リ

子
会
長
）
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会
山

本
支
部
（
藤
原
優
支
部
長
）
の
皆
さ
ん

に
よ
る
恒
例
行
事
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
店
」
が
開
店
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
お
こ
づ
か
い
の
使

い
道
を
考
え
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
と
、
山
本
地
域
の
保
育
園
を

持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

園
児
達
は
、
手
作
り
の
お
金
と
財
布

を
も
っ
て
、
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
袋

い
っ
ぱ
い
に
購
入
し
、
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
、
釜
谷
か
も
め
会
（
牧
野

ト
ミ
会
長
）
か
ら
浜
口
小
学
校
に
手
作

り
の
清
掃
タ
オ
ル
１
０
０
枚
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
い
う
お
礼
の
言
葉
と
加
藤

美
樹
校
長
の
「
浜
口
小
学
校
に
は
、
拭

き
掃
除
を
頑
張
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
在

籍
し
て
い
る
。」
と
い
う
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
牧
野
会
長
は
、「
子

ど
も
た
ち
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
薄
く

仕
立
て
て
あ
る
。
ぜ
ひ
こ
の
清
掃
タ
オ

ル
を
使
っ
て
拭
き
掃
除
を
し
て
学
校
を

き
れ
い
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
期
待
を

込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
物
の
味
を
届
け
た
い

そ
ら
豆
豆
板
醤

「
み
そ
で
健
康
を
考
え
る
」

　
料
理
教
室
が
開
催
！

本
日
開
店

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
店

浜
口
小
学
校
を
き
れ
い
に

釜
谷
か
も
め
会

▲みそをよく考える

▲手作りタオルを寄贈しました

▲おいくらですか？

町内では、「ＪＡンビニＡＮＮ・ＡＮ」
「グリーンぴぁ」で絶賛発売中。詳しくは
ＪＡ秋田やまもと  ふれあい課（☎87－4250）まで。

まちの話題

平成31年４月 28



　

３
月
19
日
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

で
、
長
信
田
の
森
演
劇
公
演
「
い
ま
だ

風
は
見
え
ず
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
回
目
と
な
る
今
年
は
、
副
院
長
の

水
野
淳
一
郎
さ
ん
が
脚
本
・
演
出
を
手

掛
け
、２
幕
構
成
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
児
玉
院
長
と
水
野
さ

ん
が
、
三
種
の
地
に
、
理
想
と
す
る
精

神
医
療
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
長
信
田
の
森

心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
す
る
ま
で

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
挫
折
し
そ
う
に

な
る
水
野
さ
ん
を
さ
さ
え
る
妻
、
京
子

さ
ん
、「
建
物
な
ん
か
な
く
て
も
い
い
、

バ
ン
一
台
で
巡
回
医
療
を
し
よ
う
」
と

励
ま
し
困
難
を
一
緒
に
歩
ん
だ
児
玉
院

長
。
水
野
さ
ん
達
の
理
想
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
地
域
を
巻
き
込
ん
で

成
長
し
て
い
く
様
子
が
力
強
く
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
集
う

「
い
ま
だ
風
は
見
え
ず
」

第
8
回
長
信
田
の
森
演
劇
公
演

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
も
春
の
訪
れ
に
気
分
を
新
た
に
し
て
、
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

3
月
定
例
議
会
が
閉
会
し
、
平
成
31
年
度
予

算
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
を
審
議
い
た
だ
き
議

決
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
案
に
よ
っ

て
は
大
変
厳
し
い
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、

し
っ
か
り
と
真
摯
に
受
け
止
め
、
襟
を
正
し
て

職
務
に
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
3
月
に
は
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中

学
校
の
卒
園
、
卒
業
式
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
何
れ
の
式
も
立
派
に
成
長
し
た
子
供
た

ち
、
我
が
子
の
成
長
に
感
動
す
る
保
護
者
の
皆

様
を
拝
見
し
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
飛
躍
を

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
信
田

の
森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
演
劇
公
演
を
観
劇

し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
入
る
ま
で
に
は
い
ろ
ん
な

悩
み
を
抱
え
た
子
が
、
こ
ん
な
に
溌
剌
と
演
技

で
き
る
ま
で
回
復
す
る
も
の
な
の
か
と
改
め
て

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
児
玉
院
長
先
生

を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
皆
様
の
ご
努
力
に
深
く
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
身
と
も
に

健
康
に
す
る
素
晴
ら
し
い
財
産
が
、
三
種
町
に

あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
、
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
見
守
り
、
応
援
し
て

参
り
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
　
田
川
　
政
幸

▲舞台には町の皆さんも出演し
　盛り上げました

若
者
た
ち
が
、
和
太
鼓
を
通
じ
て
成
長

し
て
い
く
姿
で
す
。

　

若
者
た
ち
の
発
案
で
、
長
信
田
太
鼓

で
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
よ
う
と
奮
闘

し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

や
、
背
負
っ
た
も
の
の
違
い
か
ら
、
葛

藤
や
衝
突
が
生
ま
れ
挫
折
し
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

い
く
様
を
、自
分
自
身
の
言
葉
で
表
現
。

真
実
の
言
葉
に
、
多
く
の
観
客
が
感
動

し
、
涙
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

演
劇
公
園
を
終
え
、
水
野
さ
ん
は
、

「
今
日
の
舞
台
で
、
ま
た
成
長
し
た
子

供
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂

け
ま
し
た
。」
と
話
し
、
ま
た
、
こ
れ

ま
で
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
児
玉
院
長

と
家
族
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
自
分
た
ち
の
道
の
り
は
ま
だ

終
わ
り
で
は
な
い
「
い
ま
だ
風
は
見
え

ず
」。
と
締
め
く
く
り
、
会
場
に
集
ま
っ

た
４
８
０
人
の
観
客
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
舞
台
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲若者達の真実の言葉が心に響きました

　

２
月
25
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
大
樹
さ
ん
・
奈
央
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
戸
橋
）
の

　

桃と
お
り吏
ち
ゃ
ん
（
10
月
24
日
生
）。

　

笹
村
義
和
さ
ん
・
明
希
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
光
寺
）
の

   

優ゆ

い維
ち
ゃ
ん
（
10
月
27
日
生
）
で
す
。

　
「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
」。「
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
を
大
切
を
す
る
子
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式優維ちゃん 桃吏ちゃん

広報 みたね
mitane town
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　３月９日、各中学校の卒業式では、一人一人が
卒業証書を受け取り、それぞれの学校生活を振り
返りながら、旅立ちの歌や校歌を合唱しました。

　琴丘中学校では、伊藤校長が「平成から新しい
時代へと、未来は予測が難しいが、自分の心にしっ
かりと根付く志を大切にし、人生の高みを目指し
てこれからの日々を歩んでほしい」と、卒業生へ
はなむけの言葉を贈りました。

　山本中学校では、式終了後、人気者のALTマ
シューも囲んで楽しく記念撮影が行われました。

　八竜中学校では、校舎を出てからも、別れを惜
しむ先生たちと卒業生が握手を交わす姿が見られ
ました。

　12日は各小学校で卒業式が行われま
した。制服姿で後輩の前に立つ卒業生は、
もう誇らしげな中学生の顔でした。

八竜中学校

生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
4

　三種町では、６小学校で117名、３中学校で102名の卒業生が、
思い出の詰まった校舎に別れを告げ、新たな道へと歩みを進めました。

琴丘中学校

山本中学校

琴丘小学校

下岩川小学校

金岡小学校湖北小学校

恩師を囲んで記念写
真

小中学校卒業式

さようなら　思い出の学び舎

浜口小学校

森岳小学校

平成31年４月 30



　

３
月
３
日
、
八
竜
建
築
技
能
組

合
（
牧
野
善
悦
組
合
長
）
が
、
八

竜
地
域
の
小
中
学
校
で
校
舎
の
修

繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
60
年

以
上
前
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
学
校
の

要
望
に
合
わ
せ
、
廊
下
等
の
塗
装

や
建
具
の
建
付
け
修
繕
な
ど
、
ベ

テ
ラ
ン
の
技
術
で
校
内
環
境
を
整

備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

３
月
12
日
、
能
代
山
本
ト
ラ
ッ

ク
協
議
会
よ
り
、
来
年
度
小
学
校

へ
入
学
予
定
の
１
年
生
へ
傘
80
本

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
目
立
つ
黄

色
で
前
の
見
え
や
す
い
マ
ド
付
き

の
傘
。
同
協
議
会
が
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
通
学
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
贈
呈
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

～公民館講座のお知らせ～

◆申し込み・問い合わせ先　生涯学習係　☎87－2113
◆申し込み・問い合わせ先　
　八竜公民館（八竜改善センター）　☎85－2177

わくわく、どきどき古文書解読講座（全６回）
　くずし字が分からないばかりに、読めそうな文章もあ
きらめてしまったことはありませんか。一見難しそうな
くずし字も、ちょっとした法則を理解することでどんど
ん読めるようになります。
　一度読めるようになると、当時の庶民の暮らし、文化
や歴史までが分かります。テレビの時代劇もより深く理
解でき、楽しさも倍増します。
　この講座では、暗号を解くようにわくわく、どきどき
楽しみながら、くずし字を読み解きます。もし、読んで
ほしい古文書や掛け軸などがありましたら、持参しても
結構です。一緒に読み下しに挑戦しましょう。

開 催 日▶①４月10日（水）
　　　　　②４月24日（水）
　　　　　③５月８日（水）
　　　　　④５月22日（水）
　　　　　⑤６月12日（水）
　　　　　⑥６月26日（水）
時　　間▶13：30～15：30
場　　所▶八竜公民館（八竜改善センター）
定　　員▶15名（10名に満たない場合

は中止します）
講　　師▶佐々木彦一郎先生（秋田県立

博物館古文書解読ボランティア会
員・日本大学大学院修士課程卒業）

受 講 料▶無料
申込締切▶４月８日（月）17時まで

くずし字の例
（松尾芭蕉「おく
の細道」冒頭より）

春の押し花入門編
　押し花でオリジナルのミニフレーム作
りを楽しんでみませんか。
　若い方、初心者の方でも作りやすい易
しい講座です。気軽にご参加ください。
日　　時▶４月18日（木）13：30～15：00
場　　所▶琴丘公民館　小会議室
講　　師▶宮田英美子 先生
受 講 料▶300円（材料代）
申込締切▶４月12日（金）

クラフト工房M－513
　ハマる人続出のクラフト講座。一緒に色々なもの
を作ってみませんか。
日　　時▶４月17日（水）、19日（金）、22日（月）
　　　　　13：30～16：30
場　　所▶琴丘公民館　研修室
講　　師▶籾山琴美 先生
受 講 料▶初めての方は500円（材料代）
申込締切▶４月12日（金）
そ の 他▶30cm物さし、メジャー、はさみ、木工

用ボンド、筆記用具、お手拭き、洗濯ば
さみ10個をご持参ください。

☆サンバリオ体験学習室で講
座を受講していた方もどう
ぞお越しください。
☆初めての方はクラフト小物
入れを作製します。

さみ10個をご持参ください。

琴 丘 公 民 館 八 竜 公 民 館

学
校
校
舎

修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

町内どの地域からでも参加できます

　

こ
の
度
、
山
本
公
民
館
・
山
本

総
合
支
所
建
設
工
事
を
施
工
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
現
山
本
公
民

館
の
敷
地
内
及
び
周
辺
道
路
を
大

型
車
両
が
通
行
い
た
し
ま
す
。

　

山
本
公
民
館
を
ご
利
用
と
な
る

場
合
や
、
周
辺
道
路
を
通
行
さ
れ

る
際
は
、
十
分
ご
注
意
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間

　

２
０
１
９
年
３
月
19
日
〜

２
０
２
０
年
１
月
31
日

工
事
場
所

　
三
種
町
森
岳
字
町
尻
地
内

（
現
山
本
公
民
館
敷
地
内
）

施
工
業
者

成
田
・
大
信
太
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
、
㈲
石
井
電
気
工

事
山
本
支
店
、
㈱
鹿
渡
工
業
本

店 〜
大
型
車
両
通
行
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い
〜

山
本
公
民
館
・

山
本
総
合
支
所

建
設
工
事
の
お
知
ら
せ

備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

新１年生入学祝

　

３
月

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
目
立
つ
黄

色
で
前
の
見
え
や
す
い
マ
ド
付
き

傘の贈呈

広報 みたね
mitane town
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八竜地域スポーツクラブ

月　　日 行　　　事　　　名 場　　　所
４月13日 平成31年度三種町スポーツ少年団合同入団式 琴 丘 総 合 体 育 館
４月20～21日 第44回山本郡中学校春季総合体育大会（ソフトテニス） スカルパテニスコート
４月27日・29日 第19回山本ロータリークラブスポーツ少年団野球大会 ス カ ル パ 野 球 場
４月28～29日 スプリングキャンプ2019（高校男子バスケットボール） 琴 丘 総 合 体 育 館

４月のスポーツ・文化行事

三種町スポーツ
推進委員が
決まりました

平成31年度

　次世代を担う中学生、高校生、大学生などの方を
対象に「スポーツリーダー」を募集します。「やる気」
「元気」のある皆さんをお待ちしております。
●事業内容
・スポーツ少年団や地域スポーツ、文化活動への協力
・スポーツリーダーとして県の行事などへの派遣
　（秋田県リーダー会に登録された方）
●対　　象　中学生以上～25歳未満の方
●負 担 金
・三種町スポーツ少年団登録料 600円
・秋田県リーダー会年会費 1,000円
 （希望される方）
●申込締切　登録は随時受け付けておりますが、秋

田県リーダー会へ登録される場合は、
５月７日までにお申し込みください。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
の
各
種
大
会
に
お
い
て
、

予
選
大
会
ま
た
は
選
考
会
等
を
経

て
、
全
国
大
会
等
（
た
だ
し
、
県

外
開
催
の
大
会
に
限
る
）
に
出
場

す
る
際
、
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

大
会
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

スポーツ文化大会出場激励金支給のお知らせ

　

３
月
21
日
、
八
竜
体
育
館
で

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
、
指
導
者
等
約

１
４
０
名
が
交
流
し
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協
定
を
結
ん
で
い
る

日
本
体
育
大
学
か
ら
今
年
も
菊
池

直
樹
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
の
体
の

動
か
し
方
や
正
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ

の
や
り
方
な
ど

を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

三
種
町
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
お
力

を
貸
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

三
種
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

スポーツリーダー大募集！
みんなの元気　待ってます！

◆申し込み・問い合わせ先
　三種町スポーツ少年団事務局
　（教育委員会スポーツ係内）☎87－2113

ウォーキング
サークル

秋田県内外各地
への移動ウォー
キングを、年２
回実施予定です。

活き活き
健康サークル
毎月第２・第４火曜日に
八竜体育館を主会場に、
ユニカール・グラウンド
ゴルフ・ペタンクな
ど色々な軽スポー
ツを実施予定です。

　年 会 費 1,000円
　　　　　　（両サークル申し込んでも年会費は変わりません）
保 険 料　 活き活き健康サークルに加入の方は、スポー

ツ安全保険の加入をお勧めします。
・65歳未満の方　年間保険料：1,850円
・65歳以上の方　年間保険料：1,200円

（年齢はＨ31.４.１現在）
　申込方法　 年会費、保険料（加入する方）を添えて、八竜

体育館（☎85－2930）にお申し込みくださ
い。なお入会受付は随時行っております。

サークル会員募集！
三種町スポーツ少年団

◆問い合わせ先　教育委員会スポーツ係　☎87－2113

地域の先頭に立ちがんばります！地域の先頭に立ちがんばります！

区　分 対象となる大会 激励金の額
（１人当たり）

一　　般
全国大会出場（東北開催）の場合   5,000円
全国大会出場（東北以外開催）の場合 10,000円

大 学 生 県代表等で全国大会出場の場合 5,000円
高 校 生 県代表又は高校総体等で全国大会出場の場合 5,000円
小・中学生 県代表等で東北大会又は全国大会出場の場合 5,000円

国　際　大　会　出　場 20,000円

●激励金の額

2019年４月１日～
2021年３月31日任期

赤　川　秀　悦
荒　川　久美子
岩　谷　金　利
加賀谷　　　寿
加　藤　一　喜
北　林　和歌子
工　藤　貴美子
腰　丸　重　一
小　玉　正　人
近　藤　さおり
斉　藤　浩　幸
佐々木　文　治
佐　藤　圭　悟

志戸田　友　彦
杉　山　俊　一
杉　山　宏　子
成　田　久美子
畠　山　篤　美
牧　野　克　資
三　浦　由　明
三　浦　和　也
三　浦　勝　子
渡　邉　　　伸
渡　邉　友　美
渡　部　千穂子
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今
年
度
、
町
内
の
各
小
中
校
で
は

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
と
し
て
、

様
々
な
地
域
と
関
わ
る
行
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
年
度
末
を
機
に
こ
の

事
業
に
関
す
る
子
ど
も
た
ち
の
思
い

を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
自
己
評
価
は
肯
定
的

（
思
う
）
か
否
定
的
（
思
わ
な
い
）

か
で
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※
対
象
は
小
６
と
中
３
、
数
値
は
％

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
地
域
と
関

わ
る
行
事
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

地
域
の
方
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
子
ど

も
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

交
流
を
通
し
て
、
行
事
に
参
加
し

た
地
域
の
方
の
思
い
を
子
ど
も
な
り

に
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
と
交
流
す
る
活
動
が
有

意
義
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
地
域
へ
の
思
い

が
高
ま
る
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

・
地
域
の
人
が
や

さ
し
く
接
し
て

く
れ
た
り
大
き
な
拍
手
を
し
て
く

れ
た
り
、
ま
た
大
き
な
笑
顔
も
見

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
地
域
の
自
慢
を
た
く
さ
ん
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
地
域
の
方
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
良
き
伝
統
を
残
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

・
地
域
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

・
伝
統
あ
る
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
ほ
し
い
。

・
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
大
切
に
し
て

積
極
的
に
行
事
に
参
加
し
た
り
呼

び
か
け
を
し
た
り
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
度
、
金
岡
小
学
校
で
今
年
度

様
々
な
事
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

て
感
謝
の
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
に
続
き
鼓
笛

や
合
唱
を
披
露
し
、
最
後
に
学
年
ご

と
に
プ
ー
ル
清
掃
や
読
み
聞
か
せ
、

ク
ラ
ブ
活
動

等
で
お
世
話

に
な
っ
た
感

謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
し

た
。
そ
し
て

来
年
度
の
協

力
も
お
願
い

し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
出
席
し
た
伊
藤
ツ
ヤ
子
さ

ん
は
「
み
ん
な
元
気
が
あ
り
感
動
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

今
年
度
開
催
さ
れ
た
第
８
回
山
本

公
民
館
ま
つ
り
で
、
森
岳
小
学
校
歌

舞
伎
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

し
た
。
６
年
生

か
ら
バ
ト
ン
を

受
け
た
５
年
生

が
伝
統
の
「
白

波
五
人
男
」
の

一
幕
を
堂
々
と

演
じ
会
場
か
ら

盛
大
な
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
野
順
士

郎
さ
ん
は
「
緊

張
し
た
け
ど
練

習
よ
り
も
う
ま

く
で
き
て
よ
か
っ

た
。
」
藤
嶋
寛

隆
さ
ん
は
「
こ

の
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い

き
た
い
。
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

の
発
信
」
と
「
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝

を
伝
え
る
」
を
目
的
に
６
年
生
が
考

え
た
献
立
を
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
で
完
成

し
た
今
年
度
第
二
弾
と
な
る
歌
舞
伎

弁
当
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
色
彩
豊

か
で
味
も
良
く
と
て
も
お
い
し
い
と

評
判
で
し
た
。
販
売
を
担
当
し
た
藤

田
千
桜
さ
ん
（
６
年
生
）
は
「
町
の

食
材
を
使
い
栄

養
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
て
献
立
を

考
え
た
。
お
い

し
く
食
べ
て
く

れ
て
う
れ
し
い
。
」

と
笑
顔
で
し
た
。

地
域
と
関
わ
る
行
事
ア
ン
ケ
ー
ト

を
集
計
し
て
、
地
域
に
対
す
る
肯
定

的
評
価
の
割
合
が
多
く
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
は
ふ

る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
育
ち
、
頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

第１２号 三種町学校支援通信 平成３１年３月２０日

第１２号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

森
岳
小
学
校

Ｑ
１地

域
と
関
わ
る
行
事
は
楽
し
か
っ

た
で
す
か
。

Ｑ
２地

域
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
か

Ｑ
３行

事
に
参
加
し
た
地
域
の
方
の
思

い
が
伝
わ
り
ま
し
た
か
。

Ｑ
４今

後
も
地
域
の
方
と
交
流
し
た
い

で
す
か
。

Ｑ
５あ

な
た
は
今
後
、
地
域
の
た
め
に

力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｑ
６
（
一
部
抜
粋
）

地
域
の
方
と
関

わ
る
行
事
に
参

加
し
た
感
想

Ｑ
７
（
一
部
抜
粋
）

地
域
と
関
わ
る
行
事
に
つ
い
て
、

今
後
に
望
む
こ
と

こ
の
度
、
上
岩
川
勝

平
地
区
の
伝
統
行
事

「
鳥
追
い
」
が
開
催
さ

れ
琴
丘
小
学
校
児
童
も

参
加
し
ま
し
た
。

農
作
物
を
食
い
荒
ら

す
害
鳥
を
追
い
払
い
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
小
正

月
行
事
で
琴
丘
小
４
年

生
以
上
の
希
望
者
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
事

前
に
毛
利
教
諭
の
指
導

を
受
け
「
鳥
追
い
唄
」

の
練
習
に
熱
心
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
当
日
は

拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら

「
鳥
追
い
唄
」
を
元
気

に
歌
い
地
区
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雪
中
田
植
え
を
行
い
今

年
の
豊
作
を
祈
願
し
ま

し
た
。
加
藤
愛
晴
さ
ん

（
４
年
）
は
「
地
域
の

人
が
喜
ん
で
く
れ
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
。
」

工
藤
樹
華
さ
ん
（
６
年
）

は
「
中
学
生
に
な
っ
て

も
地
域
の
行
事
に
は
絶

対
参
加
し
た
い
で
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校

金
岡
小
学
校

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションインフォメーション

　自転車による事故で、加害
者側が高額な損害賠償を求め
られるケースがあります。事
故に備え、自転車保険に加入
しましょう。

主な保険の例
⃝保険会社等で取り扱う自転
車向け保険
⃝傷害保険、火災保険、自動車
保険等の個人賠償責任特約
⃝自転車安全整備店で加入で
きる「ＴＳマーク付帯保険」

第
6
回

み
た
ね　
こ
ど
も
ま
つ
り

　
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を
今
年

も
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
５
月
６
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
14
時
30
分

⃝

と
こ
ろ　
琴
丘
地
域
拠
点

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
駐
車
場

⃝

内　
容

①
遊
具
等

　

エ
ア
ー
遊
具
、
射
的
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い　

な
ど

②
イ
ベ
ン
ト

　

ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
大
会
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
体
験
、
も
ち

ま
き　

な
ど

③
体
験
車

　

消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
、
自
衛

隊　

な
ど

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ネ
ッ
ク
レ
ス

作
り
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

コ
ケ
だ
ま
作
り
、
積
木
車
作

り　

な
ど

⑤
出　

店

　

じ
ゅ
ん
さ
い
汁
・
わ
た
あ
め

無
料
振
る
舞
い
、
焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば　

な
ど

「
秋
田
琴
丘
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

建
設
工
事
」
に
伴
う
林
道
通
行

止
め
の
お
知
ら
せ

　

琴
丘
稜
線
の
風
力
発
電
所
建

設
工
事
に
伴
う
お
知
ら
せ
で
す
。

●
通
行
区
間　
林
道
琴
丘
稜
線

●
期　
　
間　

　

３
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
（
日
曜
日
を
除
く
終
日
通
行

止
め
）

※
林
道
入
口
に
案
内
看
板
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

現
場
責
任
者　
東
光
電
気
工
事

株
式
会
社　
松
本
泰
昇

（
☎
０
８
０
―
８
４
４
８
―
９
２
２
５
）

事
業
者　
秋
田
琴
丘
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

問
い
合
わ
せ
窓
口
…

Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社　

地
域
貢
献
推
進
部

（
☎
０
３
―
６
８
９
９
―
２
６
６
３
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

⃝

歌
謡
教
室　

　

４
月
27
日　

13
時
〜
16
時

※
４
月
の
休
館

　

１
、
8
、
15
、
22
、
29
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

　
　
　
（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
巡
回
相
談

⃝

と　
き　
８
月
28
日　

　

10
時
30
分
〜
14
時
30
分

⃝

と
こ
ろ　
能
代
保
健
所

⃝

対　
象　
18
歳
以
上
の
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
あ
る
本
人
や
そ

の
家
族

⃝

申
し
込
み

　

要
予
約　

先
着
４
名

　

平
日
10
時
〜
16
時
ま
で
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
８
―
８
３
１
―
２
５
２
５
）

能
代
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説

明
会
を
能
代
法
人
会
と
共
催
で

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
４
月
17
日

　
　
　
　
　

15
時
〜
16
時

⃝

と
こ
ろ　
能
代
商
工
会
館　

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
税
務
署

法
人
課
税
部
門

　
（
☎
５
２
―
６
１
１
１
）

公
共
職
業
訓
練
６
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

⃝

訓
練
科
（
定
員
）

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　
　
　
（
15
名
）

②
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科（
10
名
）

⃝

訓
練
期
間

　

①
６
月
４
日
〜
11
月
29
日

　

②
６
月
12
日
〜
12
月
26
日

⃝

会　

場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
秋
田　
（
潟
上
市
）

⃝

募
集
期
間　
４
月
25
日
ま
で

⃝

受
講
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

自転車保険の加入促進

　ＮＨＫーＢＳプレミアムで放送予定の、「にっ
ぽん縦断 こころ旅（２０１９春の旅）」。４月
２日、奈良県をスタート。三重、愛知、静岡、
長野と北上し、山梨、埼玉、群馬、新潟、山形、
秋田から北海道（２週）を目指します。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルー
トを決定するため、市（町・村）内の「忘れら
れない場所、風景」にまつわる手紙を募集して
います。

●秋田県の放送予定
　７月１日〜７月５日
●応募期限　５月20日必着
●応募内容
　住所、氏名、電話番号、性別、年
齢、思い出の場所、風景にまつわる
エピソード
●応募方法
・番組ホームページから
　http://nhk.jp/kokorotabi
・ＦＡＸの場合
　03―3465―1327
・郵送の場合
　〒150―8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
問い合わせ先…
ＮＨＫふれあいセンター

（☎0570―066―066）
または（☎050―3786―5000）

にっぽん縦断こころ旅
お手紙募集

月・年会費０円／何回でもご利用可能／対象はご家族全員／生涯会員制／事前相談

広告
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年金
だより

医療法人  徳洲会

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

ドラゴンクリニック 通所リハビリテーション
理学療法士 ２名、看護師、マッサージ師などによる
個別リハビリ・集団リハビリの提供

ご利用者は50代～60代10名を含み
活気がある事業所です。

※何なりとお問い合わせください。

定員 １日 38名

鍼灸は毎週木曜日
平均要介護度… 1.5
平均年齢… 男性79歳　女性85歳
男 女 比… 男性１：女性3

活気のある事業所です

広告

産前産後期間に係る
保険料免除について

◦対象となる方
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年
２月１日以降の方

◦免除期間
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４
か月間
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産
日が属する月の３か月前から６か月間
　※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産を

いいます。
　（死産、流産、早産された方を含みます。）

◦届出時期
　出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速
やかに届出ください。

◦届 出 先
　三種町役場の国民年金担当窓口へ申請書を提出し
てください。
　※申請書は年金機構のホームページから印刷していた

だくか、役場の窓口に備え付けてあります。

◦添付書類
出産前に届出をする場合

　母子健康手帳など出産予定日のわかるもの

出産後に届出をする場合
　出産日は市町村で確認できるため原則不要、ただ
し、被保険者と子が別世帯の場合は、出生証明書な
ど出産日及び親子関係を明らかにする書類

Ｑ  産前産後期間の免除は、年金額を計算するときに免除期間として扱われますか。
Ａ  産前産後期間として認められた期間は、年金額を計算する際、保険料を納めた期間として扱われます。

Ｑ  出産後に届出することはできますか。
Ａ  出産後でも届出することはできます。この場合の産前産後期間は、出産月の前月から出産月の翌々

月までの４か月間となります。

Ｑ  保険料を前納していますが、産前産後の保険料は還付されますか。
Ａ  保険料を納付されている場合、産前産後期間の保険料は還付されます。

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

平成31年４月から国民年金保険料の産前産後期間の免除制度が始まります

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2392　　健康推進課医療年金係　☎85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎87ー3516　　　　　　山本総合支所地域生活係　☎83ー2115

平成31年４月分からの産前産後期間の免除に関するＱ＆Ａ

広報 みたね
mitane town
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町の人口と世帯数
●人　口 16,607人 （−36）
　 【男】 7,727人   （−16）
　 【女】 8,880人   （−20）
●世帯数 6,916戸   （− 7）
※平成31年２月末現在、（  ）内前月比

　この広報がお手
元に届く頃には新
しい元号が発表さ

れていることでしょう。いよいよ新しい
時代が始まりますね。そして平成最後と
なるこの４月号。担当させていただき、
とても感慨深いものがあります。
　私事ですが４月より人事異動で広報を

離れることになりました。担当になって
５年間、町の皆さんには取材などで大変
お世話になりました。紙面で上手くお伝
えすることが出来ず、至らない事ばかり
でしたが、皆さんの情熱やパワーにふれ、
たくさんの感動をいただけたことに感謝
しています。本当にありがとうございま
した。� （将）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 月 新入園児をお祝いする会（鵜川保育園・浜口保育園　９：30～）
2 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
3 水 八竜幼稚園入園式（八竜幼稚園　９：30～）
4 木 新しいお友達を迎える会（琴丘保育園・下岩川保育園・森岳保育園・金岡保育園　10：00～）

5 金 小学校入学式（各小学校　10：00～）
中学校入学式（各中学校　13：30～）

6 土
7 日 秋田県議会議員一般選挙

春の火災予防運動（７日～13日）・防火パレード（７日８：00～）
8 月 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）

9 火
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
わくわくひろば「わくわくひろばへいらっしゃい！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

10 水 メロンキッズひろば「メロンキッズひろばにようこそ！」（八竜改善センター　９：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）

11 木 おれんじカフェ（じょもん　13：30～15：00）
ドラえもんひろば「はじめまして　ドラえもんひろば！」（森岳保育園　９：30～11：30）

12 金 ２歳児歯科健診（保健センター）
13 土
14 日
15 月

16 火
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
わくわくひろば「おさんぽしましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

17 水
山本地域行政相談所（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（八竜改善センター　10：00～12：00）
メロンキッズひろば「発育測定＆楽しく遊びましょう」（八竜改善センター　９：30～11：30）

18 木
ドラえもんひろば「すくすく発育測定」（森岳保育園　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）
がん患者のつどい（保健センター　13：30～）

19 金 ３歳児健診（保健センター）
20 土 春の農作業安全運動（20日～５月31日）
21 日
22 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

23 火 乳児健診（保健センター）
わくわくひろば「こいのぼりを作りましょう！」（琴丘保育園　９：30～11：30）

24 水 メロンキッズひろば「こいのぼり作り」（八竜改善センター　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（じょもん　10：00～11：30）

25 木 健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

26 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
ドラえもんひろば「元気に遊ぼう！“子どもの日の集い”」（森岳保育園　９：30～11：30）

27 土
28 日
29 月 昭和の日
30 火 退位の日
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